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などもの■が生き澁バズ瞥習

―― 子どもの考え方を追 つて

滋賀県神崎君Б五個荘小学校

石 部 清 和

1 テー マ に よ せ て

子 どもたちの主体性・創造性を尊び、子ども自身の持ちあじを発揮 させることを願 って、人間

と人間の接触交流を積極的に行い、心琴線にふれる質の高い効果的なバズ学習を期待 している。

本校は 過去 10年余 り、人間形成をめざすバズ学習のあり方 と取 り組みその研究をお し進めてき

た。さらに、子どもを十分理解 し、子 どもの可能性を十分発揮 し、その力が授業の中で生きて働

く力強い学習 となることを願 って、バズ学習による授業分析研究を行 うものである。

そこで、 2年生 のバ ズ学習の授業を例に個人思考から全体思考、さらには評価活動 とそれぞれ

の学習過程の中で、子 どもの追求過程をさぐりながら考察 したいと考える。取り扱 う単元は社会

科 の「 工場ではたらく人びと」である。

2子 ど も の 力 が 生 き る 場 を 求 め て

(1)子ども理解を深めることから

子 どもの可能性を発揮すべ く最善の努力をつ くすことは教師に課せ られた当然のつとめであ

る。そのためには、まず子どもを知ることである、日常生活の中における行動か ら性格を知 り

授業の活動状態か ら思考活動のようすを知るが、最 も大切なことは、今取 り扱おうとしている

教材に対する個 々の子 どもの実態をとらえることである。

そ こで、学級の子 どもの実態を個人別に記録すると共に「 工場ではたらく人びと」のプ リテ

スを行い、その結果をもとに指導計画を修正 して指導するものである。

2年生の子 どもは、まだまだ自己中心的な行動が多いが、反面自分なりに自立 していこうと

する強い活動力に満ちている。 したが って何事 も感覚的に直視 してしまうことが多く価値判断

も不安であるが、かえって個性的なひらめきを見せることがある。このような子どもの特殊性

を生か し、自分の手で触れ、日で確めさせながら、発見することや倉J造することの喜びを味わ

わせて、価値を感得させつつ学ばせたいと考える。

(2)目標の具体化

・ 認知的目標

。態度的目標
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原料か らまったくちがった製品をつ くるのが工場の仕事であり、そこで働 く

人のようすから、よい製品を多量に作る努力のようすを多面的にとらえる。

A おいしいパンをつ くるようすを実際に見て、くわしく調べようとする6

B 友だちの考えにつけた して、考えをふ くらまそ う。



子どもたちは、学習目標に到達するための具体的な学習は、それを組織的に組み立てられた

課題である:さ らにその課題を子どもに即 して具体的な取り組みをわか らせながら学習させな

ければならない。ここでは「パ ンェばでは、よいパ ンをた くさん作るために、どんな仕事をど

のように工夫 しているのかJと 具体的な目あてに位置づけ、このために「パ ンエ場の絵話作り」

を しようと、文字説明の不足を絵でおぎなうためにも方向づけていたのである。

(0学習〔こ生きる課題づ くり

学習計画は、教師の指導計画をプ リテス ト後に子どもと協議 しながら修正 し、 11時間の計

画と見通 しを持たせたのである。ただ低学年では、全単元を一挙に見通すことは困難であり、

工場見学前と見学後に分けて課題づくりを行ったが、見学前には、ェ場見学によって後、何を

学ぶかの目標は共通化しておいたのである。

プリテス ト 問題別・班男暉得点・平均
このプ リテス トの結果

のように、子どもの潜在

知識は少なく、学級平均

得点 45.2点 である。ま

た問題項目別に見ても、

機械や工場の しくみ、人

手による仕事などの知識

はなく、無解答者 も多い。

したがってこの様な内容

にιま、特に重要視 しなけ

ればならない。

一方機械については、

特に子どもの関ノと`が強 く、

「 どうするとパ ンができ

るのか」等については、

家庭で聞き入って くる子

もし,ヽ たЪ

.教師は、授業前にまず

指導計画を立案するが、

通の計画が子どもの実態

にどれだけ順応 している

かが問題である。つまり授業前における教材に対する子どもの実態を質的・量的にとらえ、課

題構成を再度見なお し、子どもιまこのプ リテス トの結果を道 じるべに学習の見通 しについて協

議 し、目標達成のための過程に、何を、どう解決 していくのかを明確にするものである。

このような学習目標達成のための学習計画作りや、学習の見通 じをもつこと自体に学習への

意欲性を誘発する基点があり、加えて色々な情報をもとに学習内容や方法が明確にされ、追求

視点がわからてくれば、生きた学習課題として生まれ変わるのである。
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(4)課題意識の強化

子どもたちが本時の学習で何を解決するかを知って学習を進めることは、学習を積極的に取

り組む大へんな要因である。しか し、ここに解決 しようという働きかけが主体的になされなけ

ればならない。そのためには全員が同じ目あてに向って共通理解 した上で、自分とのかかわり

において取り組むことのできる援助や指導がなされなければならない。       1
0 子どもの工場見学の視点

子どもたちは、見学前の授業において「見学の目あてをきめようJと いう課題提示の段階で、

「見たいもの」から「見なければならないもの」に気づいて、「たずねること」「考えついた

通との3項 に分けて考え合おうと、追究視点を明確にしている。このことは、すでに述べたよ

うに、学習の取り組み方の情報を交わし、課題解決への手がかりを熟 してから学習行為を行う

ため、学級のだれもが参加できる事実である。

(5)態度目標の位置づけ

授業が成立するには、課題が全員の共通意識のもとに集団的目標として、それに立ちFE3う 、

個人的な努力が独立的にまずなされなければならない。このような態度の形成についてιま2つ

の面から考える。その1つ ιま、教材内容から認知的目標に向うための目標的 と、他の 1つ は、

相互活動を高めるための態度(Blを授業に位置づけ、学習の流れの中で同時に達成 しようとする

ものである。

態度目標(Blの基本的な柱として、低学年|で は授業が楽しいと感じて、学習に参加する姿勢を

大切にしながら、やがてひとり立ちで主体的に学習 しようとする態度の変容を期待 し、どの子

もできるという自信を体験させつつ「話すこと」「聞くことJの基本的な指導を重視する。活

動的な中学年では、助け合い教え合 って協議がうまくできることを柱に「ゎかるまで考える」

という、学習に対するねばり強い積極的な姿勢を目ざし、学び合 う中で「生かし合おう」とす

る態度の育成につとめる。

また、高学年では、本校の目ざす「子どもの力が生きるバズ学習」として「求めて考え合 列

という望ましい態度形成をはかり、より深く追求 し、より多様な思考や言語活動ができる子ど

もの育成をねらいとしている。

2 授業 実 践 と考 察

(1)パンエ場の見学計画を立てる授業から

子どもたちは毎日口にしているパンであっても、工場生産のようすを見たことはない。「パ

ンエ場の絵話を作ろう」で「パンェ場を見て、うんといいお話を集めたい」という願いは、ど

の子にも絵話作りとつなげて、その期待は大きい。ここで大切なこと|ま 、何を見て、何を考え

合 うのかである。

○ 見学計画を立てる授業

(認知的目標 )

パンエばを見学する計画を立て、見学の方法を理解する。

(態度的目標 )
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A 見ること、聞いて調べること、気づいてわか ったことに分けて考えようとする。

B 友だちの考えにつけた して、もっとよい考えになるよう、よく聞いて話す。

(学習課題)

パ ンエばを見学するけいか くを立てる。        |

(学習展開 )

。課題を確認する。

Oひ とり学習の結果を見なおす。

(個 人思考のFll)

・ パ ンエばでは 1日 にパ ンがなんこやけるか、よそうをたてました。千 こιまやけるとおもいます。

ざいりょうはどれくらいいるか、どこからかうか しらべたい し、なん人がはたらいているか も

しりたいです。 (Y児 )

・ どんなきかいがあって、どんな音をたてて作 るのか見たいです。や くかまはどれくらい大きい

のか、や くのをだれが見ているのか しらべ たいです。

(グループノヾズ 10班 )

cl(司 会)パ ンエばを見学する時、さきに見ることはどんなことがあるかいって ください。

C2パ ンをや く時間はどれだけか、 どんな服を着ているのか しらべたけです。

Cl いまは見ることやで、目で見てくることをいって。

C3ぼ くは、どんな材料を使ってパ ンを作 るか、材料が見たいとします。

C4機械のことをふや して、こねる機械 とか、や く機械とか、切る機械かてあるとお もうで、そ

んなのをひとつひとつ見たいです6

材料からどんな作 り方でパンになるか見たいです。

私はその作 ったパ ンの重 さが、みな同 じか…・・・

え ゝ… 同 じ重 さ? いまのは聞 くことと、ちがいますか。

ぼ くは、パ ンがよごれたり、 くさったりしない工夫はどうするのか……は、どうですか。

それは聞 くことに して もよい と思います。

どんな形のパ ンがあるか。

それをふや して、どんなパンがよく売れるか、もヽや、これιま聞 くとよいな一

そ したら、パンの配達に行 くと通ろが見たいです。

(司会)も うないようですから、こんどは聞 くことを言って ください。

働 く時間は、どうなっているか

どんなパ ンが、よく売れるか。

材料はどこから しいれるか。

どんな機械を使 うか……

それは見ることのほうです。

機械の名前を聞くのです。
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パンの重さは、みな同 じかを聞 く。

体み時間はどうしているか、ごはんιまいつたべるかを聞 く。

時にやめて ねるかを聞 く。……

(司会)も うありませんか……… これでおわります。

そ して何時におきて働いて、何

。全体思考 (全体バズ)で 班別に出し合 った考えを検討する。

O見 学の仕方で、見方・聞き方・持ち物についての注意事項を知る。

0見 学目あての確認、次時の学習を指示する。

以上概要であるが、見学計画を立てるために個人思考をどう充実させて、それをグループの

話 し合いで、いかにもり上げるかである。グループ内での話 し合い結果は、成員の共通の意見

として成立 し、自己実現の場であって、価値的意識が生まれてこなければならない。そのため

には、グループバズの次に全体の場で、どう生かすかに期待をよせているものと考える。

(2)パンエ場の見学から得たもの ― 見学後の授業から一

パ ンエ場の見学で人気を集めたのは、機械のあざやかな仕事ぶりであった。デイバーできじ

を小さく切って、ひとりで粉をふ りかけて、すばやくまるめていくことや、鉄板にならべて、

き じがホイロから出てくるパ ンは、白いパ ンの形にふ くらんでいることなど、 1つ の機械を通

るごとにパ ンの形がかわって、 しょうせいがまから取 り出 したパ ンは、 もうすっかりおい しく

できた製品である。子どもたちのおどろきは大きく感動的であった。

また、働 く人に目をつけている子は、あんこを入れる手ぎわよい仕事ぶりにおどろき、人で

ないと、できない仕事のあることに気づいている。 ミキサーでこねた生地を手でさわってでき

ぐあいを調べたり、生地を分かつきに入れたり、やき具合いを見分けたりすること。できたパ

ンは、不良品を除いて、数えて トラ ックに積むこと、など、人手にたよっている。そのほか、

機械を人が修理 したり世話を しないと調子よく動かないことも、よく観察 している。

(3)問題意識の高まリ ー 後半の学習ヘー

「 パ ンは、い くらでもできる」と考えていた子が、人や機械を通 して慎重な配慮によってで

きることを知り、人が助けたり、見はらないと機械 もうまく仕事ができない。「 どうしてあん

なにたくさんのパ ンがつ くれるのか」の秘密をさぐろうと発展する。

できたパンは売れて しまうのだろうか「六千九百人分のパ ンを売るには、どうしているのだ

ろう」「 働 く人はつかれないのか、び ょうきの時はどうするのか」「 働 く時間割はどうなって

いるのかJと 、最初のおぼろげな課題が具体化 し、追求の視点がどの子にもは っきりしてくる

こと、つまり、学習することが見えてきて、子どもに大へんちかず くのである。これは、見学

が個人思考の場を広げたことになるのである。

(4)た くさんの′ヾンが作れる秘密をさぐる ―一 大量生産の工夫の授業から一

(課題)た くさんのパ ンが作れるわけを考える。

(個 人思考) 子 どものノー トから

。パ ンの材料は、水・ イース ト。こむぎこ・ しお 。さとう 。バターです。これだけを大きな ミ

キサーでまぜ合わせて、きじを作 ります。バターは、一どにおじさんの手の山 もり 5は いく

―-6-―



らい入れなければなりません。とてもたくさんのざいりょうがいります。 ミキサーはとても

強 いきかいです。だからたくさんつ くれます。 (H児 )

0ス ライサーはパ ンを切 るきかいです。長いパ ンは しょくパ ンです。スライサーってすごいき

かいだと思いました。ほうち ょうできるのより、ずっとはやいです。 2つ きかいがあって、

うす くきったり、あつ くきったりできます。きかいは小さいけど、すごい力があるとお もい

ます。こんなきかいでするのでたくさんつ くれます。 とまったらつかえな くなって、 どうす

るのでしょう。 (s児 )

。てっぱんにならべる人l~l、 つぎつぎとくるから大へんで しょう。てっぱんにならべる人は、

ひ とりだからえらいと思います。あっちへ行 ったりこっちへ行 ったり、いっしょうけんめい

です。 よく|ま たらくと思 います。 (K児 )

これらの個 々の観察から出たひとり学習ιま、断片的で、興味本位な ものかもしれないが、人

の手の何倍 もの強さ、何倍もの速さ、 どれも同一規格にする正確さ、人が じっとしていても働

いて くれる便利さなど、機械のすば らしさをよくとらえていると思われる。このことは見学見

通 しがιまっきりしていたことと、熱心にできたためと考えられる。またK男 めように、かぎら

れた人数で大量生産するための人の苦労や、 3男 のように機械のことから、またその不便さを

問題 に している子 もいる。

これらの考えを十分義 し合って、より高い価値追求がなされることを願 って授業に臨んだ。

(グ ループバズ) 10班

本時のグループバズでは、始めF児 とM児 は、人の働きに着目して、大量生産の工夫を人の

熱意や努力、分業に求める考えを出 したのに対 して、Tttιま、材料や機械という物の働 きに着

轟 して考えよ うとしてける。つは「機械が近 くにあるで一」に対 して、雖 は「 どうで…」と質

問 したことによって、T3の「機械が近 くにあるから、す ぐ入れたりできる…」と、機械か ら人

に広がり、Nlぶ機械ばかりでなく、人 も働けて くれ るか らです。鑑械ばっか りとちがうし・・・J

とひう修正がなされる。この通とが逆に機械だけでなく、人の働き及び人と機械のつながりに

もなされてしヽる通とを、M児 にもT児 にもより確かにされたと考える。子 どもたちiま ひとつの

優1面 からしかながめられなりが、他の子どもの意見によりさらに広がる。 この 10班の他の成

員の発言を見ても:分業 (M4)° 労働の熱意 (M5)。 労働時間 0緊張感……などに及んでいる。

(全 体思考)

この授業の全体バズにおいて、たくさんつ くれるのは「機械があるからJと 考えていた子は、

c12「機械がやると早い」と人手よりもスピー ドのあることを主張 し、さらにc6F機械が大き

いから」 c25「 し`ろんな機械を集めているから」と高まり、さらに教師の方向づけか ら、c33

「 置 く場所をきめていると、作 る順に並べているか らです」 c33「毎日かえていたら、自分の

係がどこかわからんようになるからですJと 、高まる。仕事の能率を考えた働きやすい仕事場

で、分業が、機械と仕事後位置づけにおも`てなされてひること|こ 気ずいているのである。

ここにバズ学習による授業においては、他 とのかかわりを深める態度的目標を意識 しても学

習する子どもの姿がよくあらわれている。つまり燿 と集国 との統合された学習の成果であると

考える。

-7-



3ま と め

プ リテス トとポス トテス トの結果を考察 してみると、まずプリテス トにおけて 3班ιれ ちろん、

どのグループ内における既習知識 も少な く偏差値は大きい。 しか し、学習を進めてひくうちにか

えって学習意欲を強化 し、ポス トテス トの結果を見ても、進歩率は大きく通過率 75%をはるか

に 上まわっている事実で、いずれにして も満足すべき結果 といえる。

8班を見ると、能力にも、性格にも、問題にされる子がいるが、それでも、 リーダーの援助ゃ

成員のはげましで、 68点 の得点を取るまでに努力 している。 尚、通の子のノートを見ると、パ

ン作 りの仕事や機械の役目に関ノきが高 く、絵 もくわ しく描かれてしヽる。 しか し、労働条件の学習

ま とめに不十分さが目立 って、理解不足がうかがわれる。この子は、フィー ドバ ックによる指導

において、グループ成員の協力もあってあとの整理によく努力 してひる。

得点平均が 90点 を越えたポス トテス トの結果を見るグループは、 グループ内がよくまとまっ

ていて、大へんよく協力 している。つまり素直な話 し合いが、こだわりなくできる子どもが多く

修学力が良いことを示 している。

この学習が終わって 1カ 月後に行 った転移テス トの結果を見ると、中には記憶が うすらいだも

のもあるが、ポス トテス トょりも成績がよくゝ学習の後に、たしかなまとめやフィドバ ックによ

る掘 りおこしに相互の追究が十分なされたからであると考える。ここに個人の追究が個人で終わ

ることなくゝ再度仲間で くり返され深め合っているため、強 く意識づけられてひて、協同で学ん

だ ことの成果を実証することができる。

≪プ リテス 界0ポス 纂テス ト 班男議平均)

斑
プ リテ ス ト ポス トテス ト

進 歩 率
転移テスト① 転移テス ト②

得点平均 偏差(sD 得点平均 麟   (SD 得点平均 傭護豊(SD 得点平均 勝   (SD

4轟 移.9堪 参量 6.55 83.6 97.5 4.33 100 0

58 量◎。72 80 7.14 76.3 100 ○ 100 0

34 轟.4'0 34 9。79 75.4 111 ◎ 1◎ 0 0

50 2。◎③ 93 7.58 86。③ 100 ◎ 量OO ○

苺わ 48 3。26 87 ら.07 75。0 92.5 12.99 03.0 13。 0

瑾 4 3薔26 85 7.48 73.2 97.5 4。33 10③ 0

7 41 9。94 92 9.79 86.4 100 ◎ 87.5 4.33

拿 48 8.30 34 9。38 71.9 96。7 4。71 32.5 13.91

9 52 13.55 9理 10。39 87.5 9 5cO 8.66 35,9 3.66

10 45 10.3 98 2.00 96応 100 ◎ 機〇〇 0

44 9。70 85 14。25 75。O 97。5 4.23 100 0

全
体 452 10。99 894 10.OO 89.59 95。3 6。56 972 8。44
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次に学習参加 (態度:)の調査結果を見ると、どのグループの平均 も、可能最高得点 36点に近

くて、密度の高い相互活動のできたことを示 している。

また調査項目別に見ると、ポス トテス トでよぃ得点をとっても`る子どもは、「 仲間に対する

態度」は、「 どちらでもよいJの立場の子 どもが多い。その多くの原因は、どの友だちとでも

よいわけで、自分の出 した意見を協議されることが多く、教える相手は別に選んでいないこと

を表わ している。 しかも他の成員は大へん満足度が高いのである。

次に中位群児は、学習課題に対する態度は満足 しているが、仲間に対する態度ιま十分でない

と考えている。このことは特に低学年の特色で、個性の強い主張が多いためやや協力的な討議

ができず、その調整がむつか しいからである。

さらに下位群児においては、自分でもよく自覚 していて、自分のわかっていないところをよ

く追求 しようとし、友だちの協力を得て仲間によくかかわりあっているために、仲間に対する

態度 も大へんよいと示 している。

しか し、まだまだ未分化の子 どもであって、十分な話 し合いはできないにして も、協議のし

方を次第 に身につけて、他 とかかわる中で、考えを確かなものに しようと努力 していることは

事実である。

子 どもが書 いた「パ ンがたくさんつ くれるわけ」の学習のまとめを見ると、次のように書い

ている。

:ゴ くは、きかいが しごとをするからはやいとおもっていたが、○君がいったパンのできるじ

ゅんばんに きかいをならべると よけいにはやいと わかりました。はたらく人はかかりが

あ って きかいを見ιまっていて、きかいをやめないで うごかせるし、きかいがきじを ちぎ

ってのせてくるので、 しごともつづけてするので えらいけど、早くできるのだとおもいましれ

き ょうはがんばって考え九し、たくさんはっぴょうができて ょい考えになったので、◎をっ

けました。 (K男 )

(学習参加度調査)可 能最高得点 個人9点・グループ36点

-9-

2 3 4 5 6 7 8 9 10 平 均

①
課す
題る
に態
対度

合 計 35 34 32 36 34 33 35 32 33 36 31
8.43

平 均 8。 8 8.5 3.0 3。0 8.5 8。3 8tS 8.O 3.3 9.0 7.8

偏 差 0。 4 0。5 1.O ◎ 0。3 0,8 0。4 1.7 1.3 0 1,6 1.03

②識討濡鑢曜

合 計 34 34 32 36 34 35 34 34 35 33 33
3。50

平 均 8.5 6。5 8.0 9:0 8.5 8.8 8.3 865 8。3 8。3 3.3

偏 差 0.9 0.5 1。0 0 0。9 0。4 ③.5 ◎.9 0。4 l.3 133 0。87
③

伸す
間る
に態
対度

合 計 35 34 34 35 33 36 35 35 33 86 33
8.61

平 均 8。 8 3.5 8.5 8。 8 8.3 9。 0 3。3 さ。8 3.3 0。0 8.3

偏 差 0.4 0,0 0。 9 0.4 1.3 0 034 〇.4 ⑫ 0.3 D。80

全
　
体

平 均 8.7 SeS S.2 8.9 8。4 S.7 3.7 8.4 3.4 轟.3 3.1 惑.32

偏 差 ③。62 0こ65 0.99 0。28 Oa9 5 O.62 0。47 量哺19 1。 11 ③.30 l.30 0.9◎

_ =_
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子どもたちは「パ ンエばではたらく人びと」の学習から、製品作 りの仕事や機械の働きはも

とより、人々が協力 し合 っていることの大切 さを学んでいる。加えて、自分たちも同時に協力

して目標達成 に向 った努力を体験 して、その重要さを十分学んでいると思われる。学習過程に

お いて、子どもたちは、まちがいも、いがみ合いもくり返 しながら、絵話の発表には自信あり

げに話 している姿は、誠にほほえましい極みであった。

-10-
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量鑢轟轟跛予轟轄立筆中‐讐鋏

は,じ め に ,       ‐

本校は、 /967年 度の差別事件の取 り組み並びに、 /917θ 年度 |

の耀糧管麟生徒■、の取 参議みか毎学ぶ―、生徒む進轟を僚揮する教育と

は、そ拳難遠に近づ く暴導 とは、学習のi11万 と減■を・亀いぶあてたた

。この最凛ま糧に1遮 り得るものと L「 て ⑦、1致 青の覇標が|ノヘヽ識彦成

《卜挙1立 に力)る とすると、 1軍:体 的にな≒薮主二′彗む欝研轟 →嵐通耐な衛■

行動が :・むきる主体彎藩成な姜←立する事である。億:≧ 溝灘成の万濃ほ学

奮 `ナ 毛事であ讐:学習は,よ p要い薇健への菱石を甕指す行
:為 である以

上、生がぃ:を 通 しγビ行
｀
なわれる行 l轟 ごあるがt学 校という棒鏡は、そ

中:基 1離 鍵基本■能力主婁■ C)移 成にあろ以 _駐 、1事 習者に自主 ○怒同 G ttL

遣む学習行動ををとおして 1そ のi三 角'隷 度⊂p変 容:を なかるべ きである。 1

それに通応する学習法をバパ法に求 :う ながら地域に桜づく教育内容の

倉J造 になか つて歩みt続 けて縣る。

教育内容とは、hi徒 の生懸豊燎にかかわることを指すものであるが

与えられたテ■ヤが「 授業破書」であるので、投染、とりわけ、/cの

過程 につい て実験 して きた事を中心に提案 し、

覆 聾か らの私達 の指 針 とし
.た

い と思 う。

学方Ⅲ像素を■iす ふ資l≧■4、 先
'1学

習者に■奮■、Gひ 二t心 と意欲

をもたすことで`なると考え,た 。
1学

習者C'学 習■、可:費 心と
=欲

は、寵然

象奪事`こ■生す4も ので減なく、無■する動霧髯I嘉 書でネ 4。 その鍛l機 減

「人間だれしも持って
'ゝ

る内在鱗な基準妻む欲求である。わか ,た けЪ.‐

知参た轟とい |■賓性Jに よ・)て 議il発 さ`1市 `|・ れか
'pな

ィヽヽ事|や 鶏きない

事Jに とリー1ん で、一言攀方向雉ゃ、もごがな}い た:シ 、具体鏑な費達

点に選 :す る。難ち
'メ

「決がつ 4ヽい たとも、成就椰を第|う 子の観間から彙心

と意欲が自主的に生じるものであると規燈して「学響覆|千だてこ
'シ

41:

テ ムJを構想 tノ 示Ⅲ指導 l′ た。と,シ わけ学習は、■1体 鋳―協同的一舞:

造的に再生産をはかることであることを具体的に示 J搬 しなが
｀
ら実践を

ヒ/たとをの逓程で、主体的に自己実現力をつけていく生徒に変革惑せ

4:け ればというところにきてしなう.そ して、竹の手がかりは「 自己

課轟をもつ生徒Jにな|)て もらうことである.こ の自己誅遮をみつけ

謀題解決のしかたの学習方法をJθ 分学活を中心に指導しようとした

0           1



1 授業|の 中で自己課題をつか鷲せる指導として、   |
⑦爾議と質問点を現機1/Cす る。‐     ‐ ‐    |  ‐

O両額は多くの要素から構成されヽ要:素相互のうながりのあること。‐

l⑫ 各人)の だず情報はその視‐点を轟らかにして鋳す。.  ■ ■ ‐

畿グループ鐘鸞軸を聾理 L`て まとある。虫夢ちつく齢銀すこ―との1鞍遮 L.'

■の湊動を導漂す (ド ブ學/す る )

上記‐事点を大きな柱とし―て実醗1/た 基その結果魏轟点が講懇|↑、.と 銀銭
導■:卜 控れ:へ の象貯組みの導勢は隻ィ毎れるようになったが、全体的に見

ると生徒の該‐摯章議を響
‐うこ―りヽ教轟自身の銀瞳である点が大 きく推 1義

1導 れたこ例えば、時間毎の鋳標鐘設:憲 し、こ硬かい醜麟をし′て取り組ん

だし、その時舞内の
=ス

:卜 |テ ス 卜ヽでは事 なりの理解 度をボじ―壼む評犠
|は でまた色を|れ なめに大 遠な章元でのサ ■ 卜(中 疵 ■難本テスト〕|では

:‐ かなり糧い避逸率の鋪轟があることだ6■つみとつの頭覇につ枠ての質

識に鐘がなり高い通通肇を示 しているが、それが全体の流れの中でどん

な位置になるのかと枠うような統合する力を再う質識になるとかな多低

くなって移るのである.

ずに コマ切 れの極 小 単元 の 中に埋没 し、 積 の関連 を とりうる行 もな

分断された無譲内容に終始するよ。うにさせられた。、と

警3つ まりt教纂●菱材構成の再理f■その金てである
―
い基重さ L′ ≪:、 教ギ蒙,そ 数1育1条書:で あ■たのだ。|:

この反省に もとず と、単元全体 ●内容を■ 口でわか らよ うにサ :る こ

準 1毒 事秦|卜 学青Ⅲ迷 爾響 0設定を粧に摯警敬1警 を 覇ざ [ン たのであ る

1_′ か百 い よ―う

とい わた ばな

T■ ‐/



.認
、「 単元1見通じ学習IJ Iの 難程 ‐■ ..‐ ●: ■   |‐  ‐

職ギ菫や反省を:も とに「 単元見
´
通じ学習Jを経隷することFcょ うてt

奪主●協鐵・ 割造の態度を高め、「 知義誌機の轟窯を計るJこ とが掛
奪ると.o仮設のもとに、

:次
のように単元を構成したいふ - 11

｀
◎準備進程
レデイネスと

自己見通じ●

整理と間鍾慧

織化のために

0課彗
‐
集要轟轟|

革元を構農する
■

'次課題

二支援  ‐

■まとめと計議指示

◎確認達桂

・ 総揺鋳鷲とめ、教

1師 の議晩

,成果とm~i充点の

露懸 |

テ‐ス ト
‐

自1己二相互
採点ヽ

'評
価

。再調練と次単への準

備ニノギズ集爾活動を

基本 とする中で二個

、別摘導が可能

単元の暴霊 と

課題●疑示

0単鷲を通 しての学

習弯容にかかわって

解議と力点と見通し

について充分な説明

と―指示  ‐ ‐ ■



(ll「単薫見通し学習菫iは二‐1課題の構晟と農示が基金   ‐ ‐ず

‐ 多くの、場合●教師が誤織を与えてこ生1縫 が受容したした蒔初ふ
てそれが市導となりt‐ 学審:ヘーめ鑢,卜 と意欲に高

:ま るのである。
撃容さ―れぅには、1築

1昧■麟11ふ
|■ 撮いも|の でないと、意欲かん運に

は,なが|ら な■である
.う

.ふ

文譲轟提:示 に及々では、こ項がい説明
と指林をして学習の見通しを現ら

―
かFcし なけみばならないる

鋳「単元見通じ馨習Jなく毅青相馨ブくり、学奮集縮ず―くりめ―拳
核 | | ‐

■ |■  ||■ ●   :|‐ 、 |

「 |「と11(1墓‐轟|じ

―
を

:寺・もた華資|).,ぁ る学鷲の中で、「 共通
目標

=共
難譲懇Jにむふぅて、協甲学習を維持提進させ、その中

で個人の構充拳化をはることができる。個別指導はギズ集団活動
を基本 とす る中で可能であ るこ特別の手 だてを要す る生徒への補

ず

していく (さ れていく }こ とへの援勢を教議がして
とである。

i奪1書 ‐薫轟奪   嵐■‐‐■■・ ‐■■‐■
=準

かをも|なかに
=■

|ズ1評
‐感す

.べ‐

‐
=|で

あ―ろ
'が

二生:徒を変えょら|す る事
‐
華と

=提
■実1態 1轟彙c/D

上

“
=■

て■なにな
'ど

う轟義させるかの、しっ|か |り した見通しで
「華華ゴ|を 妻定することがかなるであることは、喜ぎ述したとう勢'
であるギ■|そ

―れも■「単1元見1轟 し学習Jの経験をくりかえじこ共
通じ||■

=し
て薫‐姦‐き-1を tこ |と |‐と|そ 事琴でぁると意:う o議先生方

`●
御指i導 をお

:顧
,い数tますよ|‐■     ■ 1‐

れ補充、強化

い くとい うこ



箸14冒 な 自バズ辱習着 免集会

島 1左鬼璃1す尋ためit‐

豊島等どれ
二〕:|セ、人[

く訴 質i書
:.挙ヵ嬌差あみる集目ぞt_Aひ とりのを愛が減褒左苺ら、ュ1夕 に島あ冷ウ多
習■tでるようにごることと目臨

=守
る。   1■σく:挙資バズど響(三二・与|

卜碁響)巧酵ゎギ嚢嘉げたれをIJふる二と左乱けて、現嶽ンバご』毛ヵ緩 在克
職することと目層1とする。´
<″ ら内→
ユ.焦 ,卜ご習に取り組み三て

。

機 素液IJ撃蠣熊独江する意で、島め獄 ごした。i       _1:
霧 重費的琴既 |どがで、初張浩てら,に″郷ぬt集懇もてきてt夕ろ姜費

=|舗 力競してぃたあ懸ィ雛b老顕ざ直こ妙 ったかと、1ぅ露    |
摯らイび.需勧競鵞難がt畷磁内Ⅲ 監とぃうロゴ羅裁をもフ‐
■取りま乳み掛始められ慮した。

. Э冷求五」lll曙秋するためにぶ、すご雅
=の

髪蒻恭鍵著ЁLダえ:質量:五

尋フヤゼ、ヤど麟7協れ(怨二れてk)にバズご蓄|てこ赫詩取り   めれた:

しかし、ぷ簑自体:なんでしぃl〕 からグJbl―フDを作ってガγガ
tヤ
な発りの

がバズであるとtめ罐魏多ガ騨幹♭寺＼び1,」拭燿ぞ、JC為 l電雹ミプきってご量|

1した。

● そんゲ議豊中1耕 |=主 ら↓紋、タヒ縫雷芳ス:燿犠介
`稀
雇秘む新導江

孝申うようにがり、髪地な ムゝζ傘准iず っさりしt獅嗅等で』絡t‐
‐_               一‐■―

一”一卜



=び

2■ ギ義導五遊l夕二じLり っ量り、もらと彦零封轟残ぎ稀繰こたて、生徒バ
晨傷角に機ける響疑書ザ,って、糠じめてバズ動 が  るLt〕ゥ争て'じ■.

21   慶
｀
ずもの

蛉 乙1=グく」辱へrっかざすれご塀篠ぶ載rり 主Lび t〕 ヒt)ウ竜畿ηすに運黄ず
|るづだ

tr」

K、 二ず「l勧

"り
産業Jそ して「ぁがり■ll繰 Jとっくぅ。

1参議毎働魔  目響鶴質醜鏡竜減ゼお ょぅむ酵喜誓奪れ酵が要妥計ごあこ■
助1生贅がてたがじりt熱へ費、二、)に霧オじ励 票蜜/びく、理ュ1導

象Lィ銀):勁 |ル各|,、 協同ずろ緩疑 守<多 .

1尋 ■日め事務證暉警″ィじ́て
｀
、1蘭薩移織攀耗パ降多嶼に、な

`撃

≧とゎがってミ
・ 禁 うず、軸 轟 .三正 す舞 盤 囃 ゥざ数 だ秋 、 競

1‐
1 じ残f/・ って自i角にご雷でそろ』ラ雪習嬌的  2フ <る .

|や :舞鶴・ ン不テム■よ鮮 的にする。
■⇒挙力鳩薇の人さu生徒象目の二人てAι り|て、

~言
露硼 鋳たぅ多受疑

とつくる。

の こうしL数り議ルと、  アごご<、 燎 くる射ゼ:→ニリ為、tiハ :

「
|すL轟めゴ穿ま脅態勢|の中ピi垂ぁておく34てl彗ヵ耗議ぁ解轟ぇl歳 .

警1‐ ユニットビ習弓基韓簿穏ミ |

ギ ユ■ツトイ督の時 じ、外謝 な目群が撥瑠Lヒ、それに対角じL場に
.1鮨 動 ける機 獅 〔発 。  _.

‐0すべての描級藤、書御璽解聯ι)誌勤2ι挙なう。
lЭ 生徒て見通じ乙↓L七る、めに、ニユ、プト会癖冴裁題を攀痣l磁ず&
,一ギん́ :考諄鐸識饉
―  プけテ女トマ劇 ・暮教鋪■瑠陶辱→減策二翠 Lめ

― 事 トチストー場調免

:→
■   緒業ぁ簑II拗基轟ほ
響霊ふ島個た→ヵじ_■義導_蔽 Ⅲ狂亀Lぁ二

1 1            -2-
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キ,現縫ιl発畿

D基畿雛甕ヽ力魏穫i農籍発叫らtて 、生徒め手響曜二燿証し、個|ぁ

生徒嘉範力

“

申響・丁■2れ爆ら与て1)るが、低復に位置ぅすり落
多:准登バ欠ぎti錮ほ1イ lご t負ムち縄種51,必カバ強、く、姥勤菱響護甕を'ご義亀|し

りLじ砲り、.痢齢微ゴ漱7ろうzレ懇}毒維かぁる:漱た|こウ友撃誼
急ゴ

｀
欠 か、

わ 7~、ット彗老卜蒲導栞θ、二た,奏要の́創のぅのでしな`な1〕 。   i`無
111〔写サろど電留種〃くりへ博、ビのょぅにつ/」いて'ゆけぼピl,め か。
3叙掲目縣にマt〕てる筵履』感|こっt〕てモ、蒙 め裁鉱きt

織 を、イ響人あ争1邊霞&離策:下るァ
`ニ

トバ゙ノ71離ιして、どめょぅit

緩業めャ維置■す基か:

一墨

場先移撻 屈諭(ご督目薪メン髭盤し、それに新 してこ諾甕)群轟、五
璽 ォ壽華塊置療監をとダ坤 lって叔か、

り 発 島ヵ二た身lむすてtだ ti盤等亀に、
′
づけて中くかι

5:ξ理継拳策死デJt/

__J弩電増毅

Eぅど督の方去ι難ら七、懇貫

基導者
1.彦年 _年_期島み二発守手_乃            |
み 名  (単元ん、美率t走し'単ん就し 奪旨な2れk)
3:理導 撃なリヨ鶏 (I)

雛 目結「i亥血的、憔 的、報解〕J目職 摯滋し、1■職
|      に導特1轟卿明べき百尋の計■焼層 る。)

す ?、 一

忙



牟.  二 蒲島 典瀬_月_爆 ～三角二島

基、覆葬舞通:(鴛盤盪偽.転ヵ下登彩z"れた)。  (君■、臨 中|む )

議 びかョリ、    ヒ     用亀丁老).

課範|)(ご雪費蓬れxのむの〕
1 (1母重ILょ って曝t千キストめペープ左明ぅTる。〕2
3
i

a鷲■1彎各 (裁L   行ご島社 犠ミ曇舞導轟)具体的「J~向れ
専後に毎kずる。)

(煮青L可多。)

マ、態た目感あケェック詢 ント(   等つ
その■_1ノ サ1導 :書象 トザストL同じIPPがぃ可る。

8、 議 をは球難 犠 輸 じのT-4の彪 ■11摯
聴 `駐鶴 鵜 勧 竜か漁ゎって   警ぢ解 ふ機 ,

S―籠人で C=クラスで  丁毒蒙狙 P=二人ゼ(魏り玲
L三渡静林  3量、霊種に 、G=手卜ず  ♂餃=7り ~に

Z■字維ラ芳ユitなかl卜 って
~p予

1師曇鋭 感=1ノテスト ■l`島手メート裁 ′五め化

SP二 SPな対
― ふ 二

時
間 課 邊

誌 ■生^二 負 婁 詩
（
３
里
尋

Ｌ
に
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リ
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■
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難
暑

′
夢 14回 全 国 バ ズ 学 習 研 究 集 会

甲翻陶摯ておけが目則|ヒ諜 団化の調願とめざ     活用
‐

.響嚇 主 癌 山 ふ 撃 枚

柿  営 彎 薄 者

鋼 甕菫 こその菱 >
人翻纏 が罐 量の言職が爾われていな。    鉾馨饗澤籠ことみごとめ多むヽ甕々 ■

罐 業1ておし`■ 個と修参`す礎勢`な  、9鶴   となってしヽ為織ききit二っ、最 ‐|

欝1鑽諄鉾尋諄鐸 たられ.実気事れてしヽ為.               ‐■ |

毅舞  華蒙́ヽ 1=よふ〕、憂言曜蒙欄 督ゞ 彗轟:てξ巻こぃう竃昆ダ轟け、轟通饉装、鰭寒懇轟豪tTI

裏罵Я賞講 彗メぜ覇轟戴彗彗奪 なわれるとぃう装し、L蒙も轟為.壽轟三豊ゴ菫導摯憂鏡:ず轟:ヽ11

尋義誓轟馨轟攀轟毒数がもつ讐講菫彗≧らた、そこ奪幸鐘盈馨萎義it奮簿ゴヽす、書鸞義嚢識[盤が言41
ふうと薄え姦ここt豪:鸞炒轟るここどこ薫う.鱗下、選震で壽難軸 ≧ぶすこピt:弩

:轟
:|

く続 鶴卜>。 一 :"____Ⅲ … Ⅲ… ″‐

児童ひと多ひと勢a繊 ,深め、実競意欲を起こさせ轟有力な方法の二つにも「 教育鸞齢め

利用J」 'が 為為。いつ|どのよ
・
参に使えば懸業釣で轟るから本校での一辮間の授業1/Cかける機器

の例を島げてみI,b

・ 0菫 P一 軸 時 グラフ■擬示すぶことにょい、間覇憲識を起こさせる。

,録音テージー 児童の作文や芦などを満かせることにょりt問難 議を起こさせふ。
こ菫ムーー…一一生活の中にbける意識をチェプタし、指導わめふてとするこ |
●テンピーーー 視覚・聴覚に訴たふことにょり.児童なドラマ,■に没入させス.

・ スライドーー‐母音テープな併用することにより、視党・ 穂党に訴え、感動場面な児

:童
の■に焼まfける,ま たち問じ嚇面を再襲させる。

,0=P― 録゙音テープを併用することによりもスライドと同様の掘課識あげる。

 ́     さらにぃTPの重ね合わせや消去、動的な取り扱いなどにより、二多

撃
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感動的trC中 心価値へ・
と連らせる。

・ 録音テーブー
・スライド1 0HPと併用しゝ それらのはたらまをより効藤的にする。

また、読み物資料の読解の千助けをする。

・ 墨ムーーーー 追求された価値に対する意識をチェックL意 識化の段階での意識と
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旦金欝究主鐙趣母鋳要彗

― 甕ここ裁青纏纂となたつて毎、 プ機難テ L-4ブ レ軍―デー燿ゝらティーチングマシ `

≫Ъ賣範尋ぶ畿拳菫摯置シス骨ょ羹亜邊までЪ鶉攀築構畢進歩と豊墨≧毅青轟響 幾量量

を≧驀究霧整が違鋒 毎れてヤヽ 4響 ・―驚轟轟撃青へ母爾心と馨究賞嚢難≧≧敷奪難 |

量逮きこ俸ギ寛となヽわれ.難警:幸 )ステム化・教育工学 とい器言葉蓬よく欝われ

通尋薩母驀究図書毎数多 く轟簑 墓れてしヽる。

し島lし、学綾をこおける嚢場尋実態ほどうであろうか。一方で鐘学校菫難鑽咆

から地域を基げて轟蕃教育ここ適 した設計 ,轟
=、

轟設・鑽縮が将来 までを轟議 :

して叢量され、先進毅として議 く実議研究をしている学校も轟れば、一驚数き ‐

券 奪。翌.F でさえ毅異菫寺片ずみ :こ なこ器をかぶつて畿準ている攀絞も轟

轟幸轟種織轟毅青器分野縫丈きな学毅難 が感 じ義れる薔は健るこ員もれな貯ゝ寺 |
自分も裁嵯釜絞できま通鍮轟蒔壺琴究婁譲で捕違競蒔 〆入として慧欲鋳キこ緊責̀

奉
還裁基

学較島暑F軍笑轟もし、轟る職度鋳麟 を挙げ得たと自量してむヽ轟が、転任む難

詩 :こ この等蓋藝大きなことを簿感した。組織体である学校で難、 /A奪爾歩鑽

進よりも畜A尋 ノ曇講進が必要で轟攀、曇萎教育も ノ校曇ずぱ接彗Fた繁鰯 よ攀

すべて轟学綾を「 歩講達させようとする努力こそ曇務であると醤ず導さを義で

轟度曇選議事轟きここして、難再暑こすれば学校教育尋中で、持晏こ襲業等轟摯ゝ鑽
‐

驚か纏蒲母奮難性きこ要艶等、それを活簿しょうとする轟運を轟轟ることができ
るが、という点ここ準をヽで調鍾を鍵越して、書さス∫奪ご検彗ご指導を鐵攀

=難
奪ヽ ‐

R奪 事究斃響

毅警綴轟彗簿を更に進織轟轟傘欝費として発表す基糧母ものは薄も議ばヽ。ただ

轟在な壽義勢懸温準ぃて真難暑こ戦藝謹んでレLな を、警絞が今機賞轟を無鋒轟轟寺

参考毅導て、進藍鋳賞競争体験に儀とざ瞥ヽで私異七述べ4等 儀畢ろん纂攀崚で

簿単紅難摯組録碁麺毅ボ麟鍵で案轟か轟、鞭灘とシヽ準て亀基学績範轟碁避翼警

≧ して議L碁 参菫参苺武予
「

ドゞ 繊VT監 皐鑽写轟 =渉二ず≫警―デー等義鑽各

韓 碁 幸             :

ξ ttl菫嚢よ攀轟鐘ず聾毅

《鵞》墳萎驀攀嚢厄鯰輩主趣警菫曇鰊饗勢

ξ轟}綾鋳薪響象し可爽轟むた藝義む

督4}手藝そこ欝簿でき碁驚録書こ・

舞量瑾華 豊鐵ノプ 響曹欝寵集会  塁 塁俸轟彗
|

攀 聾 と 難 馨 羹 毅 膏 雉 驀 難 轟 簿 壼 轟

T… 綾斃で難警纏壽懇簿鍮難鍮難霧ここもで痙秒饉轟ゝ

暴簿難 簸轟藩宣爽 寧響鍍

順  簿



| で轟}義曇彙難聾亀瀑

轟、鐘鍾鍵饉

ξ量》蔵議よ幸豊ず実轟 ξ鑽準てみょ像》
畿警券襲穐ギ襲善考ぇ懸盤董、そ鋳鋒導毅驚髄解轟蕪奪鑽欝軽も寡く時

攀響錆等lざ轟器、指導欝渥が轟轟Φどれも万熱毅馨ヽぇ辱欝濃濾鐘をL拳 鑽｀
業そこ羹纏難轟基言

tべ
て幸筆条得を襲ぃ菫し、

｀
母輯曇金そ瘍詩簿痒難攘彎

購身達鎮曹轟亀ゎをこ婚棗ξ≡難寒難なふ警難華な条勢を計欝し実轟す轟贔じ
,磯騨決しならfれぎ、最轟化さ韓た華糞奉蓑覇善事録す碁鐘と霧できな普ゝ基
脅れが難業等システム義で轟 恭、詩をこ難難をこ轟覇警導入す碁鐘亀碁曇L

‐ よ響薫止暑こ難幸手最が菫警性を贈す拳,鐵籠、

尋呻彎 購
導かし、轟轟轟轟造・特性とが、最業尋最適北轄こ通でこま覇饉義しな

奪ゝ難これもは轟る慶翌遷彗康翼彗彗暴難妻翼護が賃≧壌彗してぉ暴菱をこ饗署簾覆を達套轟碁べき
.事であ警て、最響から高度母嚢熱電 ぶつけると義轟ァレ島ギー義救籍を
‐参くるだ尋ずでぁる。濃響彗事録簿 ノ鑽贈 i或編島≧むヽ書ても、

籍で最るJ

となゝ曇ことを最重点きこお幸ヽて取り組まな lまれ黙4墨驀贋鎌警轟す趣とは
簑自で暴轟尋欝講難軽拠母なけ、笑禁報も闘題彗轟轟が、菫轟なぉ難議i意

ま事ここ鶴 紅選きなをヽ◆難ず栽準てみて薄饒 豊発晃導、儡 彎難究し
下義道修正を論、更:こ羹機にょって実証しておヽく書畿諸絣纂儀特性を難
砂T轟鐘する母誉装なく、薄簿すること襲こよつて籍性骨憾4と をヽ静奪え
オが式響ではないかと饉曇奪

「 熱諭するょり先ずゃつ下みょか、綾つてみょぅ聾
議で轟る。

、イ麟}毅簿覆攀鐘鐘録鰹立と響鐘馨鋳警難
ギ}鍔鳶彗畿織幸弗轟偉鋳等鳶事事寺∫嚢裟

と やL曇 難が 鏡脅鋳持

奪麓驚亀量ぴ≪轟基学綾最も掌奪菫珠等薄蒙畿犠翼彗葬警 碧可婁奪慶
難鐸塞作鎮撃攀羹か等ヽ建暴号鎌幸紅奪i碁ず ギ

・
攀蒔券定彗聾曇韮J翼職轟鼈

琴攀」痒瑾ギ翼賛 :ゞ 各者t碁春毅議霧響懸簿難た鋒範霧そ轟等1難轟霧錦響
擁馨戦難∫準琴、 I'毅彎纏轟彎轟琴 4鍵簿}し難蟹選幸毅警聾八象犠鯰
や澤運 :こ繊希鋭轟亀奪度鍵轟意こ最轟量羹菫欝強.善難轟 させ鷲共菫菫解を
導奢辱事事武響警轟尋憲聾iお 蒻響義轟馨準町舞彗Ъ頓亀轟轟秒轟轟 ぎ響鸞
鑽難鵞難轟 彎鍮轟晶令攣∴寒]で銀鍛霧籠薄鸞暑こ霧めざ懇争聾・≪亀轟尋
攀撃や轟暮

ff≧券鍵轟鰊毎轟尋こ鑽難縁宣ち豊器を持警鍛みで鐘ゝ鸞蓬簿な
学毅難撃釉菫聰象驀書

貪菫米八菫撃了…鏡鶉贔珀
}
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・イ)｀ 機器 (ハード画)め翻量ほ分散管菫で           ||■ 1

ある学校で会議があり出席した。会議室として視鸞覚室が使われたよ量■

内はきれをヽに整備されていた。中には OHPが ノθ台経と移動スタ警■■‐
ンが三鮮と共に数値整然と並べられてむヽる.そ母ぽ V oVTRも設量事■

て轟馨、ガラス戸だなに減テープレ爾―ダ∵ 。√難準難狭轟 。襲写織 1‐‐翼|‐ |

ライドが並べられ誨錠してある。灘母声だなには蒲鞭総 T壼 や V言 撃覇 ■
の銀璽テ守ず、一翼ょく儀讐されてをヽるが果して藩薄塞れてをヽるのか?趣 ■

疑覇に慧参た。畿書 でい器と横議の部類ではなか思うか。      ~|‐
学校キ≧ノつしかなく、しかも詩々しか捜爾しない機器は、係が提聴鷺菫 |「 |

で集中彗菫するにしても、 参菫Pや移動スクリーン ・テ■プン軍轟ダ■ ■

等は手近ここ鐘く為に分散管理をしなければ、そ皓活用 :よ 図れなをヽ。 T嘗 畿■|

も重台あれば視聴覚室と理科室というように。特に階段を上下する書動をま■‐

轟対避ける書 OEPは 特欝教室にをま専用のものを設置したをヽぃ、警逢難鐵 |‐ |

に亀慮裁室にノ台 (隣 り同意で)は欲しいも保管はど建らかの数室かくそ■

れが襲いようなら廊下でよい。学校に事鳥 よ台しかなければ、学年毎とか |‐■
V響アー単位にし亀管饗は生徒の手で藝長期体糞中 tよ ノ欝所に馨:量止ば、■

点投・ 灘壽・ 補修簿をす爆。

裁よ資料 〔ソフ ト画)総覇置こま築申管理で              ,
視聴党室のある学校でもノ教菫、それも警通教事の流題で隣緩の華錐鐵■

もなンヽ。現状では視鑢党室のなやヽ学校がキまとんどではなかろうか寺どち彗 ||

にしても資料等を轟轟鎮聴覚室等に整理保管することは感心しなをヽ込撃纂 ■

彗のつく所、手の雇く所に置かないと涯爾1ま されない電その為には難員菫 ■

母毎健かにスベースを設けて整理だ率を糧き、ガラス薄等こして外かも資群 ■|

が∵轟で分かるようにするのが最もょい。資料はもち為ん難饉が響心でti l l

T P ttl・8毅科酢 単元欝重。学年灘に警表織をつけたケースに入れ、分類甕■|

難鋳為蒔覇号 彗番号を学校で緩汁 して明示
｀
し、銀画 。銀音テープやス幸イ ー|

ド琴も、通れは何ざ入磯でをヽるかが、すぐ分る方法をとむ、できれば T PII
霧鹸 。テープ彗醸等を作成して一覧表にしてはりつけるが、鸞響にして績 ■|

薫こ下げ碁ようにしてお忌Fば申し分ない。鑽作の TPも 鍾人で層有せ
―
ず、 |

必ずケースキこ入れて整選戸だなに置き鶴援業の時をよケース鋤まま持つて籍 ■|

くよ拳:こ する。

ハ)資料毎鎮縁材料の華雑と管理保管

資料作成を簿滑に行うにをよ、それに必要な溝難轟や驚異の充選が十分行 ■ |

われなければならない。制作材料が足りなャヽと作成意欲を減退させ、教鏡‐‐■

を機器の利用から逮ざからせる原因になる。             .■

≧



1  手書きの最も簡単な TP を作成するにも、クリァシー トかセ =ハン響…
rlrシー トに 参壼P 簿油選ン 旗難ベン (太 ll番 轟を`や`畢をヽ基}、 マジック大

| だヽ、セ諄ハンテープ、鐘ねく等が必要でh iF、 横寧渡できまモ蒔機種 :I集`聯 驚
TP簿 シー トがいるG賣をこ技術亀 。再鑽亀茸儀七作成範轟要な財轟教ます

.ま

す数夢くな基金録爾 。録奮ξこ鐘鐘録サープも種々必要で轟轟導
こまちら蒔材料もできれば鍮彙量で奎群だなに隣接 した紳壽簿戸だなが、ぜ

紗とも欲しをヽ。そ通登こ繕けば揮でも寺ろつてぃるとい番戦議撻したなミ鶴等で

暴懸oしかむ債薄管運は蔦浄轟導畿懸しなンLと 、 F人が導 さご絞母シ彎 卜疑
無だここしても、まき枚や∫勝嚇紋をますぐ無だ翼なり、たちまち灘縫轟萎がぉ
響挙げ尋こなつてしまう幸

黙料戸だな鍛購近ここTP題 覆写織び設置できれば更装華じ分鐘ない。

(轟 ン毅職量の書もぅ

どう畿鍮の姿勢

撃警鋳襲穐イれが襲ばれて入しャゝがく教育鋳容がどんどん難恭されてンヽ感鍛
に、数薄節渡導みがi爾態毅然とした黒緩とチ激■クで :す :こ止まつてむLてよ酸l

‐
はずがなをヽ。教師は鋳畿尋こ遅れてはならず、そ総難轟:三 井参導j鉾 かわずで轟
つてはシヽけない。毅鑢t裁夜代菱背彙曇青少年を警或むて壽る等でぁる。歳喪

|に 簿疑薄け来るべき時代を集難し、そこに生き碁A調を育てな亀fξしばならな

ヤ`奪奪鋳慧織に無せヽても、大しヽきこ教育蒔激母轟ぼ́鶴鋳手議と宅か慧歌錢韓歌藝畿

晏ゝ儀ここ遷れをと藝ななヽょぅ霧力すべきであ轟寺
警}錢達綾轟攀ぶ

文轟警が覇職手手年か集教育轟轟緩鴛ξ鶴定崚暴鐘ヒLて 燿ゝ等、冬暮進驚緊ゃ
各饉墟をこ毎の爾参研究実嬢絞騨麗島しれ、それら作先進崚でをま糠曇進らだ研究
や欝銭が機まれてしヽ轟。また単さこノ覇は N翌 菫 盆驀渡還教育研究大会も実
施率れてヤヽる。こ蒔轟鋳先進絞へ毎年夏～ご名傘攀聾難立場錢教籍を経進し

‐難究登繊ませて、絞内におけ碁リーダーを養成することも丈癖で轟轟寺
ハ)毅井研修命纏会をともえる
― 難警懇轟緯灘会や研究会、番霧援糞等などれどし参驚させ、母れが単範参

:麟着だけ難響修 :こ上鋒ず、必ず績薄轟修鍛裁会を蒙らえて、全戦量‡こ紙達講

響を実施するというシスチム銀して轟くなょ貯・奪また∫Å傘毅師蒔転緩:こ ま
りヽ戦道に叢攀だした研究実難が止まること総ないょ器、後継選鍛警感豊こ準
ンヽでも充分尋難慮が必要であ轟書       ′

以上いるキヽると述べたが、各学校轟事靖もぁり、聞題点も数多く合ん1でぃる。

この分料金で大いにご轟判をされ、討議 ,検討していただければ幸ヤヽです。

1覇



〒}纏継め確立と人材の臨量

等カロ標に明記した以上、その達成に中つて全職員の取り組みが募要:=|
1舞 轟。とを1つても管理職ぶ障額に立つて無理矢理導1つばつては絶対翼漏 t=|
キよいかない。職量がやらされているといぅ.ィ メージを持つようでは表議し

:

な やヽ攀だからとぃって ノA勢毅師がいくらあ くせ くしても権の大多数の経‐|

から導き止つてをヽたのでは緩 億菫織なぃ。その為に:ま研究組態疑つく警‐
数Aを金甕迩彗に参加するようにして、そのリーダーには慧欲と人菫を機
えた入書を難置して、金綾掌けて政む経める体制づくりが必要である。
メ嗜 生袋も纏議録中に参撻させる

0菫 P/つ紅しても剰用しようとすれtぎ大変である。TPの作成から、|
OEPや 蓼動スクリーンの運象 そのセッティング、終了後の片づけtl再 :

び運警 O収難尋こ至るまで、しかもノ参分聞の体憩時間にとなると、考えた
:

だけで使う母がいやここなる。さむとで生機に勝手にやらせると難責任暑こな
り、取響緩むヽをあやまつて慈簿が多発する原理になる。そこで生縫会轟載

難の幸:こ馨轟部 構醸群 繕ような事薄の係をつくり、轟議取畿ヤヽについて ‐

充分指導すれば、運酢 セッティングだ iす でなく、ミラニふきやランプ轟
取む書え等、簡単な薄撮 `補修・ 管理 ま破 徒は積極鏑にやつてくれる二■

二}予算喜

需要費にも銀度があり、議備にも基準がある。この事の改認で大分増え|・

たとはいえ、本だ蕩分とはきヽえなをヽ.活用が盛んになるにつれて、極力轟
準覆騨逮するまでは群Lri鋳尋こ必要度の高いものから備えたをヽ。特にソフ ト
爾は年度轟響に予算を立てこその範圏内では係教師の裁量によつて計画鋳:

かつ難業的に曲翡に運用できるようなシステムにしないとスムーズな運営 11

がやリキこくをゝ轟義響教育が轟道 :こ乗る年、溝鷲轟関係 :こ も予想以上の多額
母華書が必要になる。しかし真の教育には金がかかるものである。毅難が '
慧数鋳iこ 取攀鐘もぅとするならば多少儀の画をきりつめてでも、その画与こ ‐

重点鋳に基費すべきであるう。

機器教育を盛んにする為には、最藤襄各教室に巻き取り式の麓定スク移 ‐
|

ァンと、講の窓の一部に鰭幕の設置、そして TP作成露の覆写畿ノ台は
ぜひ欲しいもめである。

≪尋〕毅簿続修の取 り組み                   、

イ)轟議を有効に導入した研究授業め謝爾的実麗           t
覆教網は授業で勝彙する」、よく蘭く言葉であるなしかし、緩業の公開

I

をいやが尋曇難も数多い。整分より未海威な生鍵を構手に我轟→疲業基最
‐‐

阜と心等、自己溝通に難つている教彗は以外に多いのではなかるうか。毅
‐

師はもつと恥を恐れず、謙菫になるギきだ.それが真の教舗として成長し |



=

■■得る道である。

||: 穣霧活用の輪を広める:=tまt費わぎるを得なひ耽装を設定することもノっ
■|:奪方法である。研修琴等が学校の実験t=応じて豊甕立1案し、年聞を通して群
| :画難に実菫したャヽものである。大轟模絞きは難襲欝とかしゃ書轟饉襲絞では
|1学年難とか金技職員が参麓して鐸暴とか。義驀を鷺墨的に群覇ひ亀襲業と決
| ‐めて実施b亀 その後参鏡者壺彙築まつて研究彗議すれば、実織轟辱績薄研修
| になる。こ参積み重ねが響轟命籍鐘を生かした要業奪勲進へと発震し、緩業‐
1撃警につながる。またこれをこよつて轟壽 yレルギー攀教鐵に亀―鑽費―Jてみ

lli lよ うかという難 を意:さ せ爆ことができる。

■ 奉シ教笑母,コニチキー ト化

公開授業をするに挙ま指導笑が必要 (毎時間頴案は必要だ島彎 で轟る。その
:~度に至環の難装 を作成させた彎で攀永議 しないばかりか、類奎夏ぶさえ起
|‐ 尋,そ鍛ためを確 内響修鍛指導薬濾難喪録記述式ょ器も、

=学
鋳手法勢 F織

1無撥J箋式の方が拝ましぃと思ぅ等各学校で使用諄号さえ畿‐ して警けば菱
1 業,総れ艤 彗に奎つて簿黒紅書きず轟し、修IEも しや富ぃ。での“主覇鋳評覆 (

||チエ ツク)やフィールドバ ック難舞難ゃぞの手だて亀難確に褒示できる。

● ノ⇒ 糠驀取 り鍛ンヽの基本鐘律や雙襲彙成議籍の要機
1  薫襲黎盤 をヽつても 0璽 P tt T Pと vTR辱 装藝 位母も曇で轟る導筆F
I 磯骰最 :こ も量ゃぁるが、はじ轟韓手書詮上の彗意薫と複写議 ィト番ポン悪爾

||ピ十参欝難なも参}奪で、 TPも覇単に作れると警ゝ曇薫議を与ぇ墓通とが大
1 響で轟む、轟菫奪毎蒔は徐清 馨各鋳暴鐵 と態慧鍾警てばよをヽ奪V曹 逍 等鍛
|1 甕もそ予攀 ではなヤヽが、中には鰊 に轟ぃ人も賭1て、轟響な亀難奪こ墓ゎっ

・
=蓮

簿させ轟と大変と始鋒か争難れょぅとしないA毎いる奪畿議壼総係教覇
|:‐ が二手ここ暮:き受けで費優燿持っ母がょかるぅ。こぅなると轟難醸欝が 〆選聞
1 講からセ ットできる時講もぜひ欲しい恙ので轟る基
11 0菫 Fの構造は難単であるが、学綾によつて濾議ゝ尋ャ、ろな轟量が入つてャヽ
||うo球が督れても取り替えもできなャヽでは鐵る。高熱のまま夢露す辱とフィ
|ラ メントが切れやすい等、最懸隈 oHPe vTR鋳再生・ スライド・襲奪
‐轟位:こ りいて難作技術やセッティング命鰹慧康等録絞内講習会濾婁臨したぃ
ものである。

|く 4)手尋暴こ蒋驚できるた給に
■ 彗器の活館を甕るためには裁述畢よう暑こ、ぃ摯でも ,どこでもよだれにで

も。手軽暑こ轟聴できることが舞…条件である暮■のため轟懸警ここ諄bて私貫―
を述べ る。
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第 ノ率回  全国バスぎ裂研充集会

基礎的ぎ力と身11っ
`す

るたのあぢ奮方法た考ぇる一っの視無

愛知果基日丼市立な凍中ぎな

赤 翡 寿 行

研究主題どその撃旨

多くの多どう達のな力¬■「 ぎ力が ヨlfつ ι:て しiか なti」 こllう ま涎小
｀
目立つてき

でtヽ 4c知識こプ∠てもだ者レない、畜頑していかrd― ぃ、たこ之疑譲と覚乞ても番 |:‐■
考力 、分藤総含力の基礎こ■るよ うな知識のた者のしかたが極の て蒙霧だこ冦われ

るし 、またぎ年の逐姪 11づ材して以前 11ぎ 留とノた Iこ クギ消だ去つてしまって 、知識が

盤肉の一部分とな fフ ているJう な生きた蓼力 |■ :」 な |り ようもなキ:襄 流も争t"    ‐

その ようなま元のながて 、ぢガ虚夕IIつ ′つてしヽこたの働蓼傷ガ法こあ らため て欝

じ透す
=こ

,ま遂味ある
=と

ど嘔うθ

しか しながら 、ぃういわな疑聞りでてくる。
「 ぎカホ

｀
だ老 、尭違 Lノ ていく二ど藤

ごんな演滉であれ 1ま 、ヽそういたるのか 。そん :二 、「 基礎綺 」な「 ぎ力 Lと はどんな

1■ 格こ |々 参のものなのか 。

また 、Iの 分程会るが「 基礎白マぎ力 、体力のだ看 Jこ ろづ |す ら 11´ てttる が 、考芳

こ体力こlJ同 じ性格 、構との能力こ理解してよいのか 、選うと理解すバ 登なのか ひ

彗力と身 11つ !Tさ 也てしヽ <たルのぎ奮方法 :二 しても 、孝 |■ 豆:れ 練留こ<|′ 通 して

留熱さピてい<ヾ ιlガの政術的工夫きする Iこ だlす でl・Iめるまぃ o

「 婚よじしヽ人間関係と基盤こしたひと ,ノ ひごルリのぎ蜜が
｀
灰立してい :す る状況 J舞

りが反婆であろうレ 、同よ′りもまで、「 教師のな度の三い蕨業の釧逝 」が議堤こな

ろう。

二のようl二あん 三れんだてみると 、Iの 研鬼主題の婆霞こどう理解すん餓よぃの

か 、≠1繁 こしなくなつてしまうo私 r.~ι りの理解のしかたで聞題腱通するスダト|二 なtt

心 研究肉各

Iの 主題 |■ 対して、私の関だlま 多様な内容 1■ わたる o私 は社会科と救えているの

で、社会科 |■ お′する基礎自¶ぎ力のなかみは何か 、事脅活動での Iど轡の役者1:彗 響

が
｀
できな<なる理由 、ぎ奮が

｀
できるよラ|■ なる条件、ひこ jノ ひと′′φぎ多の歳立状

Xのだ明 、イカが履得主れた者し 、発鹿して|ヽ <通程のまぬ的解畷等である 。

三んあは 日常の実践のなが で 、たとす 、<1'か たL/.同 時鱗行的|=頭 きもた 17Sヽる .

問題落識である or_/｀ が 、すべてき 研鬼対象にしてい く力 は 、私 |こ はない o

今|よ 、ぎ力よ費 1■ つ|す てll<過 程での
「

二こは`Jの 授訓左発明するこど左中ノCi=

握え 、付饉的|■ かわみ合つて載て<る であろぅその超の間選 1■ つ1ヽ てo「
=と

崚 」 |

の問題こ連関さ亡ながわ ,考えてιoき たぃと冦う。

-
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閣題堤超

r、 基礎的ぎ力の定書して11な しヽど燿ゎれるfム 者ヵの手どもは、
tノ イ/ヾ るIども下得遂だが、ひこのIど 麟=話ときらんどさ<
合が多ぃ 。

ぎ密の場 で自分が

三とが で きなじt場

鬼笙ギ友達の 三と|ま 左さわつこノじ

`ラ
げこめてきく鮭寝左謝1棘し てぃ<Iこ |ま

、基礎導力定者のため 1■ 髪む土む 1■ なる継藝のなかみ てな :tのか っま たそうした

懇厳も基礎碁力の―‐都ォ ,■ 多ρわれるそのろどつの導力こι、れなな:か υ

tヽ で 、そのよ うなだぐ盤芝こか たぎ力のなか |■ 2のみ
=こ

ば 、ぎ力の科孝性ム

あ |ヽまい 1二 するかわ議子ノだとするべきた
｀
乃 うか o

2.み どの三ど慧`こきあつときく Iと 、またr_3分 の悪題と Fご妙と運Lメ てひと 1■ 議
ること|よ 、その6どもの室力のだ者と発達 11どんなねうちオ|｀ あるの小 ο

Iと |よ
｀
こギ:I広 達縛幸殷 :二 して♭まつこ J看めなtミ ニ冦う 。自分の間題孟

=こ
iよ
｀
|三 してひご (■ さいてもあうここ |よ 、理題とよ lj覇 置た こン、耐象 jこ して 1ヽ 4三 こ

1■ ま つて 、自分の霊涛虚派の発展 さ雀 、藝分の宅3曇 こ室駒 だヽしてキヽ<契援:■ なつ
てi)(Iど き私たわ|」 経験 でを じてll通・

そのようなIご ,よ
｀
の 費流主彗国の場 で言1‐ 勇的 11組 織 社′てぃ<二 こ 〔バ

1ス
湛封ひ

の要効性こりつこはつき
`り

笑皮織 1■ 鐸頭してtt<三
=事

:ノピ要 で襲なtt層 oヽ

螢た 、ひこの議き正確 i二 壺く 、ひこの話三自分の運考 活動4薫 い11こ :り :1プlて

:ヽ <能力ゆヾ
｀
自分の話す方のささえ :=な って11<IこオFあ つて三毛ム当の基礎導″

どしヽえるのでよまなi:か 。

3、 喜ぎ力の子どう力ず斉みなレfべ ′リガ左 してt)、 自分ヽつ感
・
動が

｀
I爵みデ

′
lメ てtiな <

、概念的な
=こ

酸の連な lり ifしかす菫い
なitこ :lう 場合,Iよ く羞合うしぎた 、――つ

一つめ肇菜の額裁とだとでも 、その募妄きな豆j二 関豊づ
｀
1■ 、重べづけ な力{ヒキ課題

1■ ビメリ<意 力の弱 :l手 も目立つ o

き動がなくても 、三ご麟|ま 期裁内容左拡えてしヽ<たろ うし 、ぎ力影議
｀
の一部分

こなつ てい<oしか し 、そのよ う
=し

て広えの :1、
:え れ亀都議の集頑 こして』導

力 と本当の導カビレて評価してまιヽの だろうか o

「 彗力差 Jご |ゆ が
｀
、できるうとできなしヽ5こ″髪ぽ iどんな内各ごく厳によ

るoのなのか 。

以上の 二っき瀾墜堤起 したい o
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戦 学 轟 基 礎 計 算 力 を ど の よ う :こ 定 着 さ せ る か1

兵 庫 県 簸 路 市 立 東 中 学 毅、

理  義 覇 |

1年 警究主菫とその要雷                        :

算数・数学の基礎計算のつまずき発見テス トを実斃 lr、 その結果を優入等|
点票ここ記録させtそれに基づぃて各生後に合 った事褻指導をぉこない、基壽 |

計算力●定善を彗っている。

2・ 研究内容

(1)つまずき発見テス トの作成
t各学年録学習装導要難 教科書を基礎資料とし、っまずき箇所が鏡爾 |

毛こ警断できるょぅに覇慮する。
・テス トlJ■ lo題で、小学技課経が総項 目、中学 二年の課程が■2項甕、拳

‐

学
=年

の譲難が 7項彗、中学 3年の譲糧が 4項目め討盤項 目であるな
(黛 }警まずき発見テス トの実墓

書テス トは 6綾詩終了後菫ちに実菫 し、学年によってテス トの霊数が暴。なる母で、撃聞だirを定 めてぉく。
そ尋絞詩終了_教 室命暮動鐸鋳 〔藝分聞)― テス トの難難
テス ト {欝分議 _鮮 答藝収

―
清鋳学活

「 理戦・集計は数学委員が行毎J'
(3)テス ト難業務俸新と事後難導

小学校譲経母集計から、「甕数計算轟中でも総議・碧難轟合島ょ奮手等
分敷よ拳小数難節がゎか器轟碁、c攣装ゃ難と糞擁難き各準奪Jと 警ゝ瀑蓋
難が予選鋳義ぶ誓、c中学競譲轟 :こ 轟蒙ヽてほ亜 尋彙縁敷鋳騨要彗轟会、文字 ‐

式、求装等難彙ばなきれたも幸が警手で轟る。 「ぜ撃デイ        |
事後指導ここ入儀鏡 :こ 、準まず奪ヽてャLる 生難暑こ対して華璽簿な発菫や行鋳
がなけヽように、本当参学力と iよ苺でぁるかについて考えさせる。また二
締羹轟菫支え会ってャヽくことが学量をょくし、難分轟書を建轟録爾彗ヽく,|

こと晟こ気づかせる書そむて、ひと響ひとりが基驀学力をしもかりと勢に
|

つけてぞヽく暮惨な装縫を育ててぃきたむ■.



「 事後指導の通農 J

つまずき発見テス ト

合格    不会籍

書義鍵紅合った指轟法務教彗

計算練響力
=ド

二
十菖豪 ゙ 銀劉指導

確認テス ト

事後舞動 数り組みはテス ト項 目の分歌 挙げている栽項襲を、各難 ごと
4絞階 義 と誌例は 8戦鐵 著こ分け年計算練習お―ド 籍撃こ数ll爾題、裏奎こ
は解答)イ ア重撃類を、げた籍を轟議した甕菫だなに入れて縦舎の ノ階紅彗
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｀
学華・
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で解答や譲答■募ぃ鐘所を指導した後、学年の教員で更

=藝
欝警導を行をヽゝ
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が進むキ|つれて進度が轟れ、項彗ごと:こ対象生縫の数紅ばもっきが目立~Jよ

うになった。そこで、教員①手だlす ではだめで轟るので、 総 学習J難 とゝ
マンツすマン方式を取り入れ、「震 無彗生織}彗 子 攀轟藁蒙彗 学習J諄

‐

難で行う■と:こ した,こ命』っは、縛れも機 が簑 を縮識する響理鋼舞諄な
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方率義葬篇は大いをこ横

=っ
て奪ミると菱彙してンヽる二今襲と名、こ参教育菫轟iを
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『
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警1導移てぃ予が襲井溝難L讐緩鍾事 L銃彊等礫覇銀守群鐵遷攀笑鷺でき
な奪ヽことざ轟る書
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第 /ダ 回 全国バズ学習研修集会

Fゆとののある充実した学校生活をぬざして』

一ゆと りと うるおい 。業 間体育 ―

姫路市立御国野小学校

田 中 雄 介
‘を
１
１
ｌ
ｓ
ｔ
…
‥
―
‥
１
轟

や 究主題 と始の要 旨>

本校は 、昭和 51年よ り児童 の実態か ら「 動 くことの好きな 体力

つく りを 自らや っていける子の育成」 を研 究テ ーマとして体 力 つ く

りの実践 にと りくん できた。体 力つ くりをすすめ るには、教科体 育

の時間だ けではじ ゃつぶんな効果 をあ どは進とはで きな い。暑 通で

業間体 育 疇課外 での多層な遊 りや運 動 に挑 戦する通なか ら、堀童 の

議々の生活 に、変化 と楽 しみをもたせなが ら体 力増進 を図 ってしヽる。

子どもの生 活 、それは「遊 び であ り、運 動 であ る」 とをヽわれて い

る。従 って、この遊 びや 、運動が用 いき りやれな くては、ゆと りの

あ る学校生活 は実現 しな ひと考えてよレヽ。みよ うな観 点 から、業 闘・

謀外 め時 瀞は 、始の卜びや、運動 を通 してやな いのあるしから充実

した学校生活 を実現 す る有効 な時間帯 であ る 。

<研 究 内 勢

ノ・ 業間、誤外で¢動きつくり

A 始業前 朝の「あ脅びJ

◆児童の言意に基づく 自由ならぐびが中心

◆体力つくりのIFrし い倶J面 (社会的なひろが り)を考慮し

学年縦割 りにして町ごと (通学班)のあ脅びを継続実施する。



B業間体 育 第 2校時 と第 3校時間 の 25分 聞

◆対象  全学年  毎 日

◆月 、水 、金 、 教師 の指導性を強 く出す。教師も児童と共 にあ り、

その時 々で新 しい動 き、運 動のしか た、あそびを知 らせてい く。

◆火、木 、上、 自由な運 動 、あ そび

◆ね らン`

(動 体力 つく りの生活化を図 る。

すべ ての子 どもにと って遊 ぶ こと、動 くこと、運 動す ることは 、

それ 自体 が楽 しいこと、 うれ しいことであ る。 自主 的・創造的

な遊 びや運 動を十分 に楽 しみなが ら、 しかも子 どもたちの心身

が健やか に伸びてい ってほしをヽ。

鬱)仲間づ く りの場とす る。

全校生 0全教 師 運 動場 で共 に、動 き、体 に汗 。集 団の和 、

信頼 、親睦を深 めあ る。男 女、学年 クラスの別な く、みんな で

協力 しあ う通との大切 さを学 ぶ場 でもあ る。

憾)施設 。用具を じ ょずに使い、楽 し く遊 ぶ。

安全 に楽 し代遊 ばせ 、運 動 させ る。

C放課後    ◇ 自由遊 びが中心 。 ◆児童活動 とタイ ア ップ

◆原 則 と して 、全員 が遊 びや運 動を した後 下校 。

20ク ラブ活動 と体 力 つく り。  g.学 校体育的行事 の充実 。

グ・ 固定施設 、遊具 の利用 と工夫。 よ。

`。

7.(省 略 )

く問 題 提 ご>
/。 ゆとりと充実をめざす学校生活設計は どのように立てればよいか。

2・ ゆと りある教育を推進するための問題点。

geゆ たかな人間性を育てるために、学校 (担任)と家庭 (地域)と の

考え方のズレに、どう対処 していくか。
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「つと

全 国バ ズ学習研修集会

りのある充実した学校生活をぬざして』

一 ゆ と りと うるお い・ 業 間体 育 T

姫路市立御国野小学校

田 中 雄 介
―
―
―
―

覇

や 究主題 とその要 旨>

本校は 、謡和 51年よ り児童 の実態か ら「 動 くとと総好きな 体力

つく りを 自らや って掛けは子め育成Jを研 究テ ーマとして体 力 つ く

りら実践 にと りくん できた。偉 力つ 代りをすすめ るには、教科体 育

の時間だ けではじ ゃやぶんな難果 愴%をずる通とはできな しヽ。脅 近で

業間体育・誤外 で参多層な遊 びや運 動 に拶き戦す ることか ら.児童 の

日々の生活 に、変化 と楽 しみをもたせなが ら体 力増進 を図 ってい唸③

子どもの生 活 、それは 罪遊 秒 であ り、運 動 であ る」 と鬱ヽわれて い

儀。従 って、通の遊 びや 、運動が思 いま りやれな くては 、ゆな りの

あ 膊学校生活は実現 しな ひと考 えてよい。がよ うな観 点 か ら、業 間 参

譲外 の時 議は、号の卜びり、運動を通 して 0こ りのあるしから充実

した学校住活 を実現 す る有効 な時間帯 であ る 。

(研 究 内 勢

ノ・ 業間 、謀外 で仰動 きつ く り

A 始業前  朝 の「あそびゴ

◆児童の言意 に基 づ く 自由ならぐびが中心

◆体 力つ 鍾いの新 しい側 面 (社会 的なひろが り)を考慮 し

学年縦割 りにして町 ごと 鍾 学班)のあそびを継続実施す る。



B業間体 育 第 2校時 と第 3校時間 の 25分 聞

◆対象  全学年  毎 日

o月 、水 、金 、 教師 の指導性を強 く出す。教師も児童と共 にあ り、

その時 々で新 しい動 き、運 動のしか た、あそびを知 らせてい く。

◆火、木 、上、 自由な運 動 、あそび

◆ね らい

(1)体力 つく りの生活化を図 る。

すべ ての子 どもにと って遊ぶ こと、動 くこと、運 動す ることは、

それ 自体 が楽 しひこと、 うれ しいことであ る。 自主 的・創造的

な遊 びや運 動を十分 に楽 しみなが ら、 しかも子 どもたちの心身

が健やか に伸びてい っては しυヽ。

9)仲間づ く りの場とす る。

金校坐 e全教 師 運 動場 で共 に、動 き、体 に汗 。集 団の和 、

信頼 、親睦を深めあ う。男 女、学年 クラスの別な く、みんな で

協力 しあ う通との大切 さを学 ぶ場 でもある。

惨)施計 用具を じ ょずに使 レヽ、楽 し く遊 ぶ。

安全 に楽 しく遊 ばせ 、運 動 させ る。

C放謀後    ◇ 自由遊 びが中Jい 。 ◇児童活動 とタイア ップ

◆原 則 として 、全員 が遊 びや運 動を した後 下校 。

虜oク ラブ活動 と体 力 つく り。  3.学 校体育的行事 の充実 。

グ0固定施設 、遊具 の利用 と工夫。 よ.ぶ 。 7.(管 略 )

く問 題 提 ゅ

/。 ゆとりと充実をめざす学校生活設計は どのように立てればよいか。

20ゆ と りある教育 を推進 す るための問題点 。

3・ ゆたかな人間性 を育 てるため に、学校 (担任)と 家庭 (地域)と の

考 え方 の ズレに、ど う対処 してい くか。
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らない。そし.て 、授業で獲等した爆識や技術を生かす場として「轟金冒―ス」を設 tす だ。

以上の立場から、「意味のある授業をめざして」を主姜―マに本年度の研究の鐘蕪事覇としして、

次の二つを掲げている。
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金: 生徒の自主性・創造技を重模する。
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(7)一人チとりが議位となる。
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(6)統合ョース運彗圭命鋳驚

鼠・ 教科主導型で鐘なく、馨等 学ヽ設 碁ヽ■薫サゆ奪:イ キ 11・メ・夕ゃ

2・ 特設の議Tス :盆 鋳驚ない島t、 ■1義i奉 持驚 :Iよ .■ でtiAf懇 韓路 '← 絞聾鸞癬警購け盤りす
.る

場

3・ 籍事簿織震爾で最る毎勢は無籍 し3桑 蜂す轟。

4・ テーマ織よ争電機轟辱積農等!争 ばることが鼻尋が、あくまでも生徒の自斃飾な籍動を驚轡ず辱。

導・ 爾遷意鐵鐵犠錢舎節―ス鈴懸動書こあて、準鑢を徹低する。

6゛ 壺縫Φスケシュー

'レ

濾韮鰤 iこ ょ争て議襲され、鷹知雛轟され尋.

17,生
鍵は鸞人翼はグルー・プで雛爾警壼電、先儀鎌嚢認を得た上でプランに従い行議する。

・

8=畿爾はア諄バイザ…として位置づけ、鸞―マに従つて菫繊郡懸饗な驚纂や麟警・諄籍難鶏豊参
二

とこ碁l畿 やつて実て求鰺る。                       1

90.金量の数鐵で指導に畿なるが、鱗機によって鐘外部命方を機撥機こと場あ轟豪

10お J欧師は所在あ明らかにし、生徒と共に行難す轟.

11・ 絞外に出る時は朝のH.Rで担任に申し出て鋳再を受ける。必ず露I事讐が付彗、一時購に鶴攀し
‐

_

ないようにする。

餓9購 會鋳為む簿婦は学畿轟位で行なう。

{舞

静定したプサンが菫籍されている鯉鶴として、数覇 tよ盤繊と襲鱗することにカードにサインす轟。

必甕経鍵は麟鐵として各自で畿燎ず轟.

瞳動のまとめ蓬ま文化慇箋会で農示や舞彙斃蟄そ砕犠藝撥驚警参鰻曹機。
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第 14回 全国バ ズ学習研究集会

相互作用を生か した学習指導の研 究

― 評価活動 の実践 を通 して一

愛知県春日井市立西山小学校

斉  本  秀  弘

1, 研 究 主 題 と そ の 要 旨

この研究は、春日井市立高座小学校在職中の昭和 50年度から昭和 53年度までの4年間「相互

作用を生かした学習指導の研究」一 課題と評価 ―― について研究 してきたその中の評価活動の実

践についてまとめたものである。

相互作用の研究にとり組んだ理由は、子どもたちに次のような教育的効果を期待してとりあげた。

・児童の参加度を高め自己実現の場を与える。

・学習内容の理解を促進し、深化拡充することができる。

・子どもたちの社会的態度の変化がより可能である。

・子どもたちに所属感を与えて人間関係のよリー層の醸成をはかる。

・子どもたちの学習意欲を喚起し高めることが可能である。

・即時評価が容易であるため学習活動の効率化がはかられる。

この研究をすすめるについては、全職員が同じ研究のねらいをもち、同じ気持ちで学習理論を追

求し、実践を積み重ねて取 り組んできた。その中において学校教育体制の確立をはかってきた。

この研究を推進するため、毎週一回授業者を決めて授業研究をし、それを全職員が見て研究協議

をし、問題点の解明につとめてきた。

子どもに対して、学習のきまりの徹底と定着化をめざしなが ら、きびしさある授業で学ぶことの

本当の喜びを味わわせ、同時に学習の効率化をすすめてきた。

2,研 究 内 容

研究をすすめるについて 毎年年度始めには、次の ことをお互いに確認 し、各学級 とも共通

1



の学習基盤づくりをして全校児童への徹底を期してきた。

①生活指導と教科指導の統合化をめざす指導

②班の編成について(意義、人数、編成方法、編成がえ、班長の役目 )

③バズ学習の進め方 (授業の流れ、発言型式、ハンドサイン、学習のしつけ、話し合いの型 )

(1)課題と評価

課題とは、その教材の指導目標と、子どもの学習活動の間にあって、子どもの思考、問題解

決のはたらきや、知識、技能の定着をうながすもの、つまり、仕事の内容を指示するものであ

る。まず、授業においては目標の具体化のために適切な課題を構成し提示 しなければならない。

課題が提示されたら子どもたちは、目標を定めて課題解決に積極的にとりくむ。「まず自分で

考える」 一→ 「バズ」 _~ 「全体討制 をする中で課題を解決していく。その過程で、目標が

どの程度達成されたかを子ども同志の話し合い、教師の指導助言等で即時的に明確に評価して

いくことが形成評価であり指導過程における評価方法の一つである。このように学習効果の評

価は、次の学習の子どもの意識づけにもなり、教師の指導反省と次の授業の改善に資するため

重要である。以上のことから課題と評価は授業においては重要な関係をもって相互に関連しあ

っている。

(2)評価に対する基本的な考え

ア,即時評価のねらい

即時評価については、即時評価の方法・場所・適否 。とりあげ方 0教師の助言等などにつ

いて研究してくるなかで次のような仮説をたてた。

・子どもたちの理解度を的確にとらえることができる。

。努力成果をみることができる。

・到達度をはかることができる。

。相互活動によって自己調整ができ人間関係を高めることができる。

。子どもたちの変容をとらえることができる。

。子どもたちが学習のねらいや内容をは握して学習意欲を高めることができる。

・確かめができる。

0学習のまとめができる。

。指導の反省ができる。

イ,評価として考えること

学習活動が存在する以上、評価はどこでも存在する。いささか拡大して考えれば、次のよ



うなものも評価として考えられるだろう。

確かめ (是認 )。  まとめ。 反省。 はげまし。

ウ,お もな評価方法

学習過程における評価のしかたとしては、いろいろな方法が考えられるが、普通、次のよ

うな方法を単独、または、組み合わせて用いている。

・挙手をさせる (ハ ンドサイン )。         ・ ノー トさせる。

○相互活動 (バズ )を させる。          O評 価テストを行う(プリテスト・ポーストテスト)

(隣接法、対人法、輪番法、自由会話法 )。    e読 ませる。

。指名し発表させる。              ・動作させる。

O机間巡視をして指摘する。            。反応器を使わせる。

○自己評価表に記入させる。            0是 認と否認。

・ プリントに書かせる。             ・観察する。

これらは対教師、児童相互、児童自身のいずれかにおいてなされるが、最終的には原則と

して教師倶Jの対児童評価でしめくくられる。

工,評価する上での留意点

。常に評価を目標との関係でとらえていくこと。

0認知、態度の両面から評価 していくこと。

0広義にとらえて、話し合い活動は、すべて評価活動であることを意にとめておくこと。

(3)授業研究 (現職教育 )での評価のとりくみ

研究を深めるため「授業研究の観点」を設定して研究協議内容を深めてきた。その観点は次

のようである。

① 学習課題は適切であったか。 (学習過程はよかったか。 目標との関連。 児童の課題

へのとり組みと課題の適否。 個人思考と協同思考のけじめ )

② 相互活動や即時評価は適切であったか。 (話 し合いの深まり。 解答と理由。 評価の

観点 (尺度 )。 場所・方法 0回数。)

そのために、授業研究の参観には、各教師が子どもの動 き、発言内容、とりくみ等を確実に

観察しメモをとって研究協議会にのぞんで、思ったことをどしどし発言し合った。そして、思

ったことを正直に言い合うのが授業者へのエチケットであると考え実践してきた。



(4)評価の実際

即時評価を教師が意識的に実行することによって子どもたちの学習意欲を高めることをねら

ってきた。その効果的な方法として相互活動と自己評価表と評価テス トをとりあげた。その三

つについて具体的に示せば次のようである。

ア,自己評価表による評価

l~3方 法

。本時の学習内容や目標を記入し本時どれだけできたか、児童自身に記入させる。その

とき理解、態度、興味などの観点を設ける。

解)教 科                      」

e国語、算数、社会、理科、図工、体育、クラブ活動、一日の生活反省

(勁 場 面

。1時間の終わり(ま とめ、確認 )の段階。

e作品製作の途中、体育の実技の反省のとき。

l‐l処 理

。机間巡視、挙手により全体傾向を把握する。

・評価表の用紙に記入した後、教師が目を通して 《
朱 "を 入れる。

。自己評価表の自己評価後、班での相互評価をさせて確実性と妥当性を増す。

0効 果

。児童は、理解できたこと、わからないこと、疑間であることがはっきりしたり、技能

の習得程度、到達目標 とのへだたりがはっきりしたりして、次時への学習の意欲化、

方向づけ計画化に役立つ。

・生活態度の反省により次への意欲化と実践に役立つc                    i

lal留意点

。一般に自己評価は、子どもの評価の観点があいまいであるため信頼性に乏しいが、子     ・

どもの意欲化をはかる手だてとしては大切である。あいまいな点の是正のため、教師

が評価の基準を示すことが大切である。

イ,相互活動による評価

∽ 方 法

・グループ(班 )あ るいは隣同志の話し合いによって、学習課題の解釈や学習の内容の

確認、徹底、学習成果の反省などに相互評価をとりあげた。

:量
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“

)教 科    全教科

191場 面

・前時の内容の復習のとき       01日 の生活の反省のとき

・本時の目標を確認するとき      ・正答の確認のとき

・ 中心課題にとりくむとき       ・本時の学習事項の確認をするとき

l‐l効 果

0児童が他人の意見や考えを聞くことにより、いろいろな考え方や見方のあることがわ

か り、自分の考え方が正しいかどうかがわかる。

・ 話し合いを通して、各自の思考をゆさぶ り、葛藤させ、思考を高めていくことができ

る。

lal留意点

・ 教師が無計画的に相互活動をや りすぎると子どもは混舌Lし 思考する力もなくなり、時

間不足によって進度がおくれてくるので、教師は計画的で意図的に相互活動をさせる

ことが大切である。

・相互活動の方法、場所、回数は、日標や課題、児童の実態を確実におさえた上で効果

的に実施しなければならない。

ウ,シ ョートテス ト(小テス ト)による評価

171方 法

05～ 10間の簡単な問題を印刷したプリントを用いておこなう。

・ 自紙またはノー トに解答を書かせる。

この場合問題の提示法として、 ①口答でいう ②黒板に書く ③OHP等 で示す、な

どの方法がある。

紹)教 科

0国語、社会、算数、理科

191場 面

・前時の学習内容の復習

・先行経験の調査、本時の問題把握 (プ リテス ト)

0本時の学習内容の把握 (ポース トテス ト)

0基本的事項の暗記、反復練習 (漢字の書き取 り、計算 )

l‐l処 理

・解答を示し、その場で直ちに評価する。 (自 分でつける。隣同志交換してつける。班

で確かめ合うなどの方法でする )



lal効 果

・学習目標に対する個々の児童の到達度がわかり、指導法の反省や指導技術の改善に役

立つ。

。その時間に確実に理解してしまおうという意欲をもたせることができる。

lal問題点

0問題の作成のための事前準備や結果の処理が大変である場合 もある。

(5)ま とめと今後の課題

① 即時評価について追求してきた結果、相互活動、自己評価表、ショートテス トなどについ     ご

て積極的にとりくみ定着化してき、子どもたちの学習意欲の向上に役立った。

② 子どもたちの学力の向上と家庭学習の定着化の上で成果があり、指導の参加度を高めるこ

とができた。

③ 教師倶1に おいては、授業研究累積の結果、適切な課題の提示や適切な相互活動の指示がで

きて授業の効率化がはかられた。

④ 児童に各種の評価をするための手だてや処理について十分配慮し、適切に実践できるよう

になってきた。

しかし、人口急増都市のため教師・児童とも転出入が多 く研究成果の維持発展が非常に困難

であるので、その打開が研究発展のために大きな課題である。

5,問 題 提 起

(1)評価活動の究極的のねらいは個の変容であるが、バズ学習における評価活動で個はどのよう     ご

に変容していくのか。

(2)バズ学習は、集団を通して学習をすすめるが、集団と個はどのようにして関連し合って高め

られていくか。

(3)評価活動は、毎時間教師の思いつきではなく、深い教材研究にもとづいたもので計画的意識

的に実施しなければならない。そのための研究方法と時間はどうあるべきか。

(4)研究推進には、全校職員の合意と理解と協力で学校教育体制の確立をはかって行 うことが大

切である。そのための手だてと院路打開の方法について研究を深める必要がある。



研 究 集 会算 14目   全 藪 バ ズ

第 ■分科会  (評 価 )

研究主題

研究 内容

学習 と指導鈴評価

授業 め 中で学習 と指導 に評価を生 かす

はじめに

呼 価Jとい う用妻からイメージするもの iよ 、おどるくほど多様である。

教育縁現場ではまず 、事前テア、卜、事後テス トから単元驚テス ト、欝末テス ト

など認知的領域の評価が考えられる。

次 に、子 ども母やる気 、曇瞭、薦心など態度簿領域総評価も考えられる。

さらに、カリキュラムなど教材教異勢開発や精選などの評価毎考えられる。

一欝 く評価を複雑にしているも母として、教師のもつ教育観あるいは菌標準

設定によって毎考 え方が分かれてくるのである。そこで問題を焦点化するため

lFd、 分科会の研究内容か ら、学習 と指導にかかわつて次の二点に区分したいと

思 う´

。一定鋤学習 と指導が終了した時点で、そ総持間における成果誉臨握すること

を目的とした総錘簿評価

じ学習 と指導の途上で、活動織方向やベースを調整することを饗的と 1にノた形成

釣評額

今回は後者の形成飾評価について、指導者である教師の側にメスを入れた実

践母一端を発表し、問題奪提案としたレ、と薫 う。

.2・ 本絞 ri)研究竿:践のあゆみから

なの学校ではバズ学習を始イむて /θ 数年になる。ギ・余鑽折はあ ったが、はそ

― /
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ぼそとバズ仰火をともし続けている。脅‐i究多l事会も何回か持 ったガ,ヽ 、ここ数年

表問題になってしヽることは、子どもは警 ってレヽるが授業仰キメが荒い とい うこ

とである 。換言すれ lザ
:子どもたちは■i督集団として凝集度 、をサール (声ギTl)

が高いが教師の指導観、指導嘉程、教材開発、載材精選などに問題があるとい

うことであ為。

そのため部、たちは、稲和 夕慮豊蓬より け 業で善負でi14J蒙 |:||に なろ うと校

内研究 に励んできた。授業 とは子どもを多1答させら彙も大切な場であ り、■業

はそのゴ|■ 151勢指導力が総合的に表出さ摯′る場であるごi考えたのて,'あ る。

1手 1業 とはが1材 (価値)。 子ども `教華の三者が学習集圏 (学級)の塀で轟会

うことである。すなわち子どもと教材 (価値)と奪かかわり合いに教鏑が介在

していく過程であるとも1/Lえ る .

こうした考えに立 って一時間のチ業を評価するとき、次の三つ●着 目の仕勢

が考 えられる。

A。 子どもたちの学習参加の仕方

・・・ '・ 集団過程

懲・ 子どもたちが締  (価値)を奮得していく遣程

・・ ・・・認識過程

C・ 教師の介在の仕方を聞慧にしてい く過程

●●●●●指導ぜ:程

こめ 1‐ ～Cの三着は切 りはなして考えられるものではない 。しかしノ本校の過

去 /θ 数年の研究のあゆみをたどってみると、不十分ではあったが常に集爾過

程が研究●主気になっていた。 (バ ズの夢 f事 では当然であ・ろが)そ こで ここ数

年 は認識過程、指導壼程にも力を入れてゆきたいと考え実践している。

∫。 研究命ね らい と鳶糧

職員 はそれ ぞれ次の二 つの研究グ ループに所属 し、

して研究授業を参観 する。

∵←2-



・集 団滑程研究 グループ

・翼譜 i曇 程研究 グルー丁・

・指導薄:程研究 グループ

夢究 の内容や成長 につい ては紙数●都合 で省路す るが 、こ うした研究 は地道

で大変∫こ労力を必要 とす るものであ る。ひ とりひ とりの子 どもを熱視すれば数

多 くの都合の票 い状態 が見 えて く4。 こう1_メ た ことを買1る ことは手 :liが かか っ

ていやだと tィ うヽよ14｀ 、ほん とうは 通わいのである cは なら|な しい夢究 の成果 を

語 る 盾fり は、現実を詳視 する勇気 と簿奄拳 いたい と思 う。

そのた :う に一時間の授業の議餐をで きるだけ鮫 密 に取 り、じ っくり謗みIし

てみることか ら始 やるのであ る。 また全員で授業 を観察 しなけれ辻l授業研究

lf4参 加で きなマ` とい うのも前近代請である 。授業 の記 録を読 んで 、事業 研究 1/C

=加
【lき るよ うな熊勢 も作 ってい きたい 。

を教師集団傘場 で実現 し、さらに

まで深めていきた1√ と`顔 つている。

ギ。おわりに

現ιttΦ教師にはた l_ノ かな教管理論 とたしかな実践がなくてはならなマ`。私た

ちがここ数年来実撃してきたことが、この分科会で問題の提案 としてふさわし

いものであるか どうか疑間であわ。多分にこじつlす 命面があることをおゆるし

願いたい。しかし、教師算目が自らの書1業を厳しく評価 する方をつけなもすれば、

子どもは伸びられないと考えるのでJう る。婆言ずれば、ひとりひとり命教鋪が

一一一一銀

こ砕援饗轟職験を通しノて、最終的にね ら藝ことは

自己母授業を歌善すべく、自ら脅 F授業壮とらえる11蒔Jを豊かにする

手がかりを導きだし、それを組織化、構造化すること

…ぎ一

その根 藤 にあ る教師 の指導観を吟瞭す る こと



研究を通して授業を買:る 菫を養わなけれれ,オ 、よヤヽ授業  fつ か為授業 を部 り幾

ず 通とはできなヤヽと考 えるのである。

そ うすることが終局的には

ひ と りひ とりの子 どもを とらえる こと 響 価)に つながる こと

柔 軟性を持 って授業 に籠め ること

指導観 。教材研 究の深 さにつながる こと

にな ると考 える。

「授業 奪中で学習 と指導 に評価 を生 かす壼 には まず教 師の力量 を
=‐

t員集団鉾中

で つけて Uヽ くことであ る と提案 した い勢である 。

まギ・ //..2/

― ど∠ 一
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第 14回  全 国 バ ズ 学 習 研 究 集 会

研究主題

個 と個 ,個 と集 団の止揚

岐阜 土岐市立泉中学校

安  藤  寿  彦

〈研 究 主 題 と そ の 要 旨 〉

個が前向きに集団に働 きかけるとき,集団 も向上 し, そこに集団 としての凝集イヒがはか られる。

・     また集団が向上 し, 目的意識をもって行動が始まれば,個 も進歩 していく。このことは, いろいろな

場面で実証され, また理論イヒされている。

しかし,生身の人間,感情か働 き時には対立 し,分散する場合の あることも否定できない。

そこで私共は,授業分析を通 して「 個 と集団とのかかわ り合いが, どのように1/F用 していたか」 を研

究 し,指導 上の問題点をうきぼ りにしようとしたものである。

ここで授業分析にとりあげられた授業のあらましを紹介 し,以下の研究の参考 としていただ きたい と

思 う。

社会科指導案より抜すい

昭和 54年 6月 6日    2年 生A組

◎ 単 元 名     古代日本 と東 アジア

◎単元の指導計画   亜・ 古代の日本と東アジア   計 20時間

1.日 本の原始社会     2時 間

2。 古代日本のなりたち   5時間 本時レЪ
3.律令政治のはじま り   7時 間

4.律令政治のお とろえ   6時 間

◎本時のね らい

有力者にひきい られた集落が小国家 となり, それが さらに広い地域を支配する国家 となっていっ

た経過 を中国の史料から明 らかにし,古代国家の形成の要因をみつける。

◎本時の予習的課題

豪族は,次にどんなことをしようと考えたのだろうか。

・  ◎本時の学習展 開

○豪族は次に, どんなことをしょうと考えたのだろうか。

O小国家が, さらに発展してくると次にはどんな国をつくろうとしたか。その国の名は ?

〇小国家が発達 して牙6馬台国ができるまで倭国 (日 本 )は どのよ うに変わっていったか学習する。

O伺か疑間はないだろうか。 (こ こで教科内バズ )

◎次時の予習的課題

大和朝廷へ学習 を進めていくが,大和朝廷 はどのように国を統一 し,国 を治めていくか。今 日の

学習を もとに考えてみよう。

-1-



〈研究 内容 〉

研究にあたって

私どもの研究グループは,研究の目標を「 個が集団と, どのようにかかわり合いながら学習に参加

しているか』

参加と意志決定 を中止として

と設定して,研究を進めてみることとした。特に「信頼感と発言回数及び,発言羹容は関係がある

のではないか」という仮設をたてて,分析研究をしようと考えた。

個 人別学習参加度 表 凡例       T
第 1分節

- 2第 2分節
-8第 3分節
-3第 4分節
-6第 5分節

    3:%

P
9

2

12

10

0

62夕多

湘度表

単純反応は除 く。
):|

栄/

番鬱

嘗

晟:

田

島

留τ

重イ

恐
ン
、
l

が
な
や 岩 鵞

をヌ
男女別発言者率

里1設
37.5%

62.5%

男女別発言回数率

男  18回
女  15回

54.5%

45.5%

応

認

半j

集約

31%
4%

52%
13%

0%)
2

4

2

′ヽイ )

8%
6%
6%

総発言数 72(10
教 師 発 言  20
生 徒 発 言  33
単 純 反 応  19
(い いと思います。
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発言回数 にみ る学習参加 度

個人別学習参加度表を参照していただきたい。発言総数72回のうち,

教師発言

生徒発言

生徒単純反応

28%

46%

26%

教師説明が,他の教科に対 して,比較的必要な社会科の授業にあって,生徒の発言活動が約 50%
を占めていることは,単純反応をも含めて考えれば,か なり高い率を示 している。

ただ 発言参力EA員か らみてみ ると, 37%の 生徒にとどまり,図に見る如 く1人で何回 も発言 じ

ている生徒が目立つようである。具体的にいえば落念 水野な どの両君は,か なりこの授業で活躍 じ

ている。 また,男女Ellに 発言者の比率を見てみると,男 子 37.5%, 女子62.5%と なっていて,女

子の方力ヽ 発言でみる限 り学習参力[率 の高さをものがたっている。いずれにして も,無発言者 63%
の数字は (発言の多いことだけが, 効率の高い授業 とはいえないが )大 きいようlrC思われる。 (比

較すべき学級がな くて,断定 できないが )

この授業学級が,学 習心理学上9何 らかの問題 を抱 えているとすれば,大問題であるが人間的な感

情に触れるような課題でもなく,資料で調査 したことを発表していくとい う授業展開の多いものであっ

ったので,誰かの発表に「 同じです。」と意志表 示をしておけば よかった内容 もかな りあって, 63%
とい う無発言率の数値 となっている。 が,「 同じで～す」 とい う発言反応 も含めれば, この値は低 く

なるものである。

2.社会科の評点pllに みる参加度

以上,生徒の学習への参加度を発言数か らのみながめてきたわけであるが,少なくとも, この点で

考 える限 り,生徒はよく活動 したと思うのである。

しかし, 43人中, 16人だけの発表者とい う点か ら的をしぼって考えるとき,今少 し, その幅の

広が りが欲 しいとい う結論が得 られ るのではなかろうか。

この 16人 の発表参加者を, 1学期の社会科の評価か ら調査 してみると,下 記のような表になる。

評 価 発言者率 平均発言回数

(10%) 75% 2.50回
4(20%) 63% 0。 75回

3(4◎ %) 22% 0139回
2(2◎ %) 29% ③.43回
1(10%) 25% 0.25回

無発言者 も意識の上では,学習に熱心にとり組んだ (意識調査 )の

と「 4」 の評価の生徒たちによって, この授業は支えられていたので

お もしろいから勉強する。勉強すれば発言 したくなる。発言 しようと

………当然 といってしまえば, それまでである。

しか し,こ の数値か ら私どもは何 を考 え,何 を課題 としていった ら

々実践している,課題の適度抵抗の問題,生徒の意識の変かく,学級

含んでい るものと思 われる。 また,こ の授業における生徒集団の動 き

に入れまとめてみると,次の様な点が浮 きぼ りにされた。

であろうが結果的に言えば 15J

ある。 発言すればお もしろい。

すればよく聞き, よく考える。

よいのであろうか。私 どもが日

のムー ド1/Fり 等,多 くの問題を

を,生徒間の心理・感情を考え
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□

成績下位者の発言っ行動|が 殆んど見 られなかった。

かなり限られ た者のみに発言が集中 していた。 (成績上位者

対立場面が殆んどなかった。
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3.教科内バズについて

(1)山 村グループ

表 1 個人学習参加度表 表 2 グループの信頼関係

曲 村

渡 辺

一―一→ 信頼できる

表 3 発言の分類

総 数 分 類 山村 渡辺 加藤 奥 村 計

26

発 議 0提 案

意 見 ・ 批 半J

質 疑 ・ 確 認

単 純 反 応

る
ヽ

の 他 +1

計 26

数的に見れば, 4つ の発議 に対 して「 ウンッ」などの単純反応 を含め21の反応があった。時間 5

分 という短 さか ら見て もかなり活発なバズであったと言えよう。 しか し,そ の内容を見ると史料の伝

達 といった要素が強 く感じられ 思考の練 りあげとい う点か ら言 うと, もう一つ盛 りあが りを欠いた

といえる。 事後調査における「 グループ内の信頼関係 (表 2)」 か らもわか る様に, グループ内の信

頼関係はよ く, それがひいては, バズその ものの活発さにつながってい ると思われる。

バズそのものについて言えば「 表 1,表 2」 からも,山村が絶えず発言の主導権 を握っていること

がわかる。名実共にリーダーであると言 えよう。バズの盛 りあげに必要 と思われる「 意見・批半」」及

び「 質疑・確認 」の数が全体的に多いという事実からも,ま た「 発議・提案 」が山村に偏つているの

もその表われであろう。

先に,信頼関係がうまくいっている, と述べたが「 学習参加度表 (表 1)」 を見る限 り,個々のつ

ながりは3gく ,(奥村=渡辺,奥村=加藤,加藤=渡辺 )バ ズの殆んどの発言は,山 村を仲介して行

なわれていたことがわかる。おそらくこれは,山村の持つ雰囲気及び人徳などが影響していると思わ

れ,同程度の学習力を持つ者でも,仮 に山村以外の者がリーダーであったとしたら, ここまで活発な

バズができたかどうか疑わしい。

それは,バ ズ以後, このグループからの発言は山村一人 しかいなかったということか らも言えよう。

このバズの活発さが,全体の場iへなぜ生か され広がらなかったのか, というあたりに学習時の雰囲気

人間的な関係等が複雑に絡んでいそうな点が考えられる。
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人間の感情を柔らげるような, ムードメーカーの存在が集団の動きの中ではいかに大切か, という

点を痛感させられた。

(2)永田 グループ

表 1 個人別学習参加度 表 2 グループの信頼関係

→ 信頼で きる

表 3 発言の分類

総数

9

分 類 回 数 永 田 田 島 溝 国 中 島 大背戸

単 純 反 応

質 疑 確 認

意 見 応 応

発議 。提案 。集約

グループ活動相談

個 人 学 習 活 動

そ の f也

計

全体的にみて, 5分 という短い時間ではあったが,発言総数の 9は , グループの話し合いとしては

活発であるとはいえない (表 3)。 特 に中島に発言が一回 もみ られなく,聞 き手にまわってしまひ,

だれ も中島に話 しかけていこうとい う気持 ちがみ られない (表 1)。 それは,中 島 自身が信頼 されて

いなけ (表 2)こ とにも原因はあるが,ま だグループバズの意義がお互いに定着 していないというこ

ともいえる。例 えば グループバズ記録にみ られる (永田 7～ 田島 8に かけての発言のようすか ら )

ように,少 し難 しいことになると,「 まあちょっと。」とか,「 わか らん。Jと いう気持ちを持たせるの

でなく,そ のわか らないところや疑間に思ってい ることを出し合って,お互いに高まっていこうとい

う姿勢が欲しい。

このグループは,班長としての信頼度が高い永田 を中心に話 し合いが進んでいる (表 102)が ,

もう少 し溝国の活動がみ られると, もっとグループ全体が盛 り上がったと思われる。 ふだんの生活活
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動か らみれば, もっと活動できてよい生徒である。溝口をこの学級の中程度の抽出生徒 としてみる

ならは もう少し時間をかけて話 し合いをさせれば, もっと内容を深めることもで きたし,ま た,

後半の課題まで追求ができていない (グループバズ記録 )ま まにグループバズが終ゎってしま うこ

ともなかったであろ う。

もう一つグループの話し合いが進まなかった理由 として考えられることは,各 /1El人 に提起 された

課題に対 して追求していこうとい う気迫がやや足 りなかったように思われる。 もう少 し資料をてもヽ

ねいに読み取 る力がついていたな らは もっと活発な意見が出されたであろう。発言内容をみて も

参考書などに書いてあったこと, つまり,調べ学習の範囲にとどまっていることな どか らもいえる。

発言された内容が参考書その ものズバ リであったならば,反 論す る予地がなくなってしまい, それ

に対 して「 どう思いますか。」といわれても返答できないし,当然のことに,発言回数 も少なくなっ

てくる。 もう少し教科書や参考書 にたよ らないで, もっと気軽に自分の思っていることが出せると

よい。 そうすれば,内容に深ま りのある話 し合いがで きたと思われる。

8)落合グループ

表 1 個人学習参加度表 表 2 グループの信頼関係

川本

3～ 7 単純な活動
一――一信頼できない

一一一 どちらでもない
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表 3 発言の分類

総数

9

落 合 川本 都 留 耕 石 黒

単  純  反  応

質  疑  応  答

意  見  批  半J

発 議 0提 案 0集 約

グループ活動・相談

個 人 学 習 活 動

そ の 他



〈個人について 〉

○落合はグループの班長であ るわち 班員に対して信頼感を持たず,ま た班員か らの信頼感 も得ていな

い。 このことは,落合が班長 としての自覚に欠けていて,グ ループに,い ろいろ働きかけをしてい

ないことの証明であろう。

○川本は,特殊学級か ら編入 したばか りであり,班員 と十分とけ込んでいない。 (表 2)
○都留は学習に対する意欲に欠け,学習中の他事が目立ち, グループバズにおいてもその ことがみ ら

れ,バ ズが うまくいかない原因のひとりである。

O石黒はグル ープ編成のとき「 都留 をなんとか したい 」という願いを持っていたが, その努力に都留

が答えなかったようであり,表 2の ようになっている。

O今井 は川本を除く全員を信頼していない。 自分が理想 とす るグループにならないことに対する怒 り

の表現 とも思われる。

このグループは都留が問題児であるが,石黒や今井の中にグループを良 くしようというエネルギ

ーが内在 してお り, それ を班長である落合が引 き出したら, グループも高まっていくであろうし,

都留 自身 も変わるのではないか。

〈全体 として 〉

表 1を みる限 り,落合を中心にうまく話 し合いが進んでいるようであるが, その中の 3～ 7は「

わかる?」「 まだ 」というような単純 なや りとりであり,実際は落合,今井,石黒が一度づつ意見

をいったにすぎない。 その原因 として考 えられるのは,都留,川本の学習意欲がみ られず, グルー

プバズlr_お ぃても,彼 らのためかな り無駄な時間が消費されている。 また, それを許 して しまう班

員の姿勢 もFn3題 である。お互いにきび しさのない姿勢であったため班員相互に信頼感が築けなかっ

たことである。

また,落合,今井,石 黒の三名の意見は資料の活用ができているが, 自分の ものになっていなし`

ようである。 それは「 忠誠を誓 う」というようなむづか しいことばに も質問が出ないことが示 して

お り, グループバズに深まりや広が りが欠けているといえる。 したがって 日頃か らすべての教科

において, 自分のことばで発表するという習慣づ くりが必要であると考えられる。

4.授 業構成

0 知識中心で推測で発言できる場面が少ないこと。 ………

―ジで歴史を探っていく場面が少ないのは

lA,知識量で勝負 (下位者は参加できない )

{B,記憶中心 (参加意欲との絡み )

tC,史実は一つであり,正誤がはっきりしすぎる )

といった傾向を産み出す原因になるようである。

0 中心課題の定着が弱くまた難かしかったのでは ………

き手にまわってしまった。 (バ ズ中も)そ のためか,ま と|

中心課題の質 も関係 しているが, この学習で「 教えよう,

に問題が絡んでいるように思われる。

自由な立場で ものが言え,個 々のイメ

課題追求が上位に偏 り下位の者は,聞

めの教師発言が長 くなって しまった。

|つかませよう」とする知識,内容の量

5。 生徒間の信頼関係 (バ ズょり)

授業形態との絡みも強いと思われるが,上位,下位の意識に近いものが表われていることを感じた。

グループ内の発言の中に「 教える側」「 教わる側」といったものが存在しているように思われた。そ

れは学習参加度の極度の差 (永田,落合グループを参照)か らも言えよう。又,「 わかった?○○さ
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ん」といった発言にも表われていよう。これは,単に学習成績のみで表われた現象とは思えない。各
グループの信頼図と発言図を比較してわかることであるが「 仲間から浮いている者」がいる。

さらに事後調査で「 な電 信頼がおけないのか 」の質問に対し,「 生活がダラシない」「 真剣味,

集中性に欠ける」「 無責任」といった答えがこの「 仲 FEDは ずれの者」に多く見られる。個人の成績は

②のため,互いにどの位の成績なのかを知らないにもかかわらず「 学習に入れてやらない」や,「 教

えてあげるJに 近い感情や行動が生まれているのは,単に授業研究をすれば解決されてしヽく問題では

ないと言えよう。

以上が考察のまとめであるか 最後に考察の途中に導き出された「 課題」を挙げ,今後の研究の参

考に していたださたい。

A.上位 者中心になりやすい,史実追求型の授業の改善

○下位の者に も追求でき, わかる喜びが与えられる授業 とは

(歴 史教育のあり方の追求 )

BO予習的課題及 び授業における史料の生かし方

「 写す史料」か ら「 読む史料 」にどうかえていくのか。

C.ク ラス内の人間感情の中に生まれている,過度な劣等意識,優越意識をどのょうに授業

の中でも緩和していくか。

この学級を歴史の一時間の授業 を通してみる限 り,上記の三点をまず改めることが自己実現 を図 る

ための,学級集団作 りの要素 といえると思う。
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を持載した。                        ・
「

蒲究薄容

プ)バ バ学騨壁豊 か いた援糞 織研 究                 ‐

ア゛壼命構成A敷濾事轟を療難とし、各量が等質ここな尋よう配慮した中 ■

イよ学懇壼 赴生活爾は二晏漱導・せt学欝絡認氏`ご聾辱鑢成書
｀
えをず苺ご1と‐

1

にしな。  |

争黎
｀
各麗 1こ 錬畿長彎お 'き 、縦鉾鑢馨翼轟驚基金      :

議鬱麗麟轟 させ爆瀑驀と時間配分はあ らか導線毅難が軽驚零ゝ

1 韓濾ベルタイマふを設置 した尋          ´―



■ 溶 魯襲激下鋳ことを覇糠ほ響年度か ら基本鋳な体網づくりを した ●

ォ ,'生機ξこ鸞翻鈴鮮を挙 える。                   、

1書、お織極的に推鶏 l14参鰯させる。

■島|||′攀|ぶ醸鏃難持た:彗生・最=をヽ̀彗 し館tぶ
4ん

難舗をつくり1麟すぎ・   |

ク・ 攀習態度を身につ iす させる。

‐}1壺縫が鑑主的に創造する疑業

与 えら熱た学習でなく生徒 菱らが創 り轟 Lず て馨ヽく授業を甕指 して

: 緩難砦一部 篠 入部卜を各毅科委轟 こ撻躁さぜ、逓醸鋳籍を設定した。

yも 教科委難が教科蓬釜 よ準懸麟をこつ驀て鉾轟体締議制を受け計醸を繊轟

イ書学年鐸傘教科委員が鮮幾をし爾ほ縄縫奪榊爾をた電機化警難る

中毒:学等覇織戦料委員が難嘩クテスモこ入 攀ゝ購動を維l懸 tこ した糠菫参鋼を

籍 な 勢

鐵菫参鋪難あとで裁澤[苺鍛夏彗会 を持ち、よリー警縁強化を選 辱

教 科委員 奪彗動

次詩録撃轟響 、経 議ゝ難 難窪萎 華纏 彗 。

次鋳鸞難薄容奪番ら合わせ。 (教群委桑カードをこ記入 }

轟鑽鐸磐

‡建欝騨嚇鞭習

奪寺革懇唱踊欝縁「 本サイ_1備縦認

率奎〕≧サイ‡こ靖いて織鶏鐵慮囀囀簿点を選薙で彗議 させる

4・ 黎畿毎 i4難護させ総

‐  懸,ま と緑て覆書す る

恣機騨渋す る

二 1畿繋 礫ギイ ン 移を基黒板 キこ欝 く

蟷 む毅 料婁彙 難… ドここ職入 ≧F夏賛 壼料 裁ず 恙

嚇》 簿も綾鋳バズ幸時議

汀― 教科学奮 _
1・    朝バズ      も絞轄バ賃

■■■・一 ― 豪轟、家鐵鮮習 :

・攀 鐵バ鷲

F,主 蒙鋳 よ う:こ 一 萎参豊攣
時難轟 を一建鋳テイク∫≫

と して羹れ義簿 主を装:4
ぞ・ 爽年 度 :ま 攀バ だと 'お 摯::籍 ,

パ ズ暑轟体請簿審 竜:華 :露

鑓分 鍮錬轟難4した

壼単位で藤畿や鋳鷲事票織点検
〔点崚カー ド義 itti八 }

幸爾畿鱗渋
十学習斃騨寺鐵癬



第七絞詩バズ

威 撃1鷺1 1繋怒.・ 藩鋳後広旗部員1舎撥承によリレコード難闘きなが 多
心を静めて一鋳轟鐘鸞を反警する       ●

∬   黙書   あ らかじ轟小黒板に板書 してある連絡事覇等を曇A
黙書 ノー トに議入する            「

∬   教科決定

脚   個人違求 学習内容の要点や饉轟等を整鐘b、 理解鍮轟静まをヽ

な事項を抽轟ず る

ご :縛   相互違求 麗長の司会で壼毎に質藝応答をする   .

鮮   家庭学習の計 画:       ア・ 覚え4こと
ごツの約東  イ薔続理す ること

中Ⅲ予習す ること

等鋳確鐵と学警財爾

お   全体麟議 麗内での量鮮渋聞麗を学畿金体で綾麟ず難    ‐

脚   生活反書 一爾等生活画の反書をする

ご :まフ_

◎纂七絞詩パズの相互参糧

他クラスの運彗状態を参議することにより、長講を参考襲して鍵率難

あげ轟ため競下鋳要領で実驚した                .

万:奮警奪イング 覇菫曇量驀贔瞳曇慧量甕魏
ば
tはI後鸞:分爾}‐ |

ウ尋拡大量農会機  機 覇敗譲後に実蠅            |

∫}絞鋒研修

0謝

_、  言職員を ABの 戴班ここ分けて研究機灘難会簿

藤糠亜参続  (壼き時覇奄灘
‐
霧 して}

研究鑽業は各分群会毎ここ事欝獲究 (指導案警中心‡こ}と黎畿畿鋳
夏書会を行な静。
経夏研修は指導纂なしで鑽癬に参畿 し、轟運水藩 群:こ慶書会疑持
つ。参畿侍群甕は係毅師が作成する塞

Ｏ

Ｆ
Ｉ
卜
…
江
Ｆ
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Ｉ
Ｌ
Ｆ
卜
…
…
…
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ｌ
↑
Ｌ

碁 感 T・ 鬱 欝 11 藍勝 1 一幕
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ｉ
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欝
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ま
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鍛
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■O畿難参観母縄点を
ア 。一人こかとりを生 か して やヽるか
イ 誉学葬革綴豊 維鶴 爾鈎ここおけ る澤難蒔轟攣盤 i鑢 さオ

.■

でひるか
繹 認点に しば り、併 ぜて

中尊盤範 鋳実態 範難 畢難撥 導経螺 で轟暮島L

二 :予習轟範が生 懸 されて ヤlる か
オ・ 毅舗鋳指導披様藩

等幸研修 を続けてやヽる。

騨 選難趨

〆}バ ズ学警奄豊か した授業砕響∫究覆おむゝて

ア・ 生 撻 虻 lず では事講 、事後難隷 機会 をヽ鐘 ス ム…鷲に進籍 しなぃ

イ・ 灘 討轟 させ轟鱗轟 、轟を得 た醸濁 ができここく慧ヽ

十車慧島壁 まと路た 警燿麟ず 導 ことが革充分

思 =導入 ポ ifでな く緩難義震 霧へと発展 させる必要 がある

銀 止藝 道とより教科委桑、董1員善全 鋒た核毒鐘導を ど 呑す 轟か

度予算 さ綾詩バ ズ奉籍議 :こ よ 攀

た しかここ豊縫 難導 t意 自主難うこ行難 できるよ呑ここな ってはなL轟

ざまだまだ 夢転烏 鶴導ばではなひ寺

灘 鵠鑑爾 j怒毎餞 って 灘 攀ゝ癬控鋳難鷲 解鶴簿痒 中 :曇 菰 が 響覆

もた 各ず響驚羹蹴 っで ヤヽな vL串

集 藪群こ理 没 彗な をヽ種を ャヽか鼈こ薄てで 摯ヽ くれ

ず)鐵 ―
―

‐歌 甕 バ か 一―― 家庭学琴 ―――― 載バ ズ ーー穫 業

が ノツ確鐸運動 として彗なわれるよ 曇総会鋳な学 習体議 鋳華立

奄もまか って貯ゝるが 群滑羹進轟 義れて 議ゝ導と鐘言 えない。

憩考飾な爾鐵や簿癬鍮  :ま 鐘轟で表 懸鋳 :こ 翼れ る額肉が轟辱奪

X家範学警がよ饉 鋳 l義 象 響く絲で をヽな なゝ轟歌を ふまえ、これを

確 宣 させ辱た鋒 :こ 援難 と蒔 夢準なボ菫 と して設定 した舞七華鋳

バ ズξ盛ざ 昏轟るべきか



π 晟 霧 簸

瘍 島鞭塗 Xつくづぐじ曙箕育C基鼠額曇,轟警濤X導黎I:りITD港勲D

重哀の実態〕宣筵め実態薄ヽ 生じひギユ滅 簿懸,弾空港ρ臨糠′こ

ズ1グう生じ0華7瞳 こなわめ諸瞳 |て対しこ

o基嚢誓刀蓋しつ萄
＼

|ブ導碧てワ1寸ご
=D

o基Ц敏奪宝通脅籟塗身|ご ヮ|すごビう

o建咸|て昨ご馬ヾljム奪
＼
|り○ここ 左極導劣重点とし奪教師ヂ薄

譲縫―し,教育め螢頒餞こ指導′奪濾塞ごびつこF覆。

1 基薫自1生活脅離 ηlTD満敷ご_取 IJ超み〕

曇糠象3亀
｀
取lj涯醇どしご診舞要|で 〔i)記荷βl ll l接移こ重睾ごこFD

t2)1丁じめ泌♂生活ぴご詳る

こ11、 争2点藁警点ことノこ・懇導爾為ごご菫灘熱じ西。

1 生運鐸千ヲ|≪ I,iプ 〕左つく!j 4薬
1て 議難Aテ |すこ緩 し:=

言
ィ

.通

鷹
‐
鷲評 轟 註

ザ 疑 賀 算 二 和 翻 稽 J軸

“．́
瞥

笑14轟  畳園lIズ
;守

喜痰.究 蕪曇

:ケ 奮宣隻夏フくう鶴:::額 角

碁 ま毒委記離 」蜂亡3夏ご:て ギ11議羹評董1ぶ :ド 覆I‐■}在1こ itノ II

『群墓:ri翼景露III｀ 嘔卜「|～ :■ .



5 琴摯浜だ醍載て疵置可|すて
'碁
導じ匡

6 蕉回覆辞報祈響要産lξOつ F・

・ 7 F「鋳撻導ρ徹慮|ご誓」に。

2 幸 夕|〔 要籠みβ生活機 )

纂写9日』柿業式|て l~Sl博人b4生徒ヂj`[夕 JI夕ご警1課 t⊃ θ 藤継下三σ

宝箕賢
・
琴鐸宝遍 とこITIで餌詔申購む鶴 |ク  ブ|レープ店ηく|1貸自メ安、

外湊彗|. 費生灌l生藩亀欝爵■森菫FFすご 当穫爵、Iだ <2彗報ρ講

挙|こ オ
「

1どう生酒醸善|て通ljく 導瑠せなつTll .I tiし簿要百〕j氏角

ごご乙実藤曳し画.  :
1 じ⊃ご||きσ勢華前I碁ミ鷲

2 ラジ可練横こフフリ轟副爵た寮

3 密日』巡目指導こ雄餞爵場竜

4 鰹護こ子床綿てξ⊃指導

5 歌帥こ生徒ノ共同生活

6 宝燿願越稀つ満覇

弓 襲 雫

フジ可I狂様ダ:責茸舞誕渡回指導ダ婿離護亀
｀
こI認こ:||<.み |て ぜ―で 整聾主デ宝荘三  ‐一 一~「 ´

幕_琴
~Iご

む亀て黛誓繭産むヂたつ
・
J:舞:二 紅ti可ぶ|1言

_夢11■J)中雪蔵ま言
~:

|■簿|1導 主主う穐毒ごたJ聾 キ障ご圧ごヾ爵学賢否:砕
…
P狂 企

囃 種
~躍

躍
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奮跛躙藝‐鵞ξ/こ鶴鐘轟轟

拶鰊鼈 鼈鞣lT蜀奪ξttmp輛 釉識

t,1灘盪筵盤

わが鑑の鍍送源が靭鍮て手浄fけ たテレピ警墨

勤ミげ糸Jが 、全轟轟我放磁譲ンテストで文部

黄轟賞讐婆ζ零した。宝鐘‐響こ選ばれた藤J鑢勿

羅大摯もヽジ1今年の議攀「難鸞と心のふれ含亀督

を求拳写C霧溝難それ懇鉢の議程に大きな番嚢

讐建饉募たょう1こ馨え亀路である。そこで,そ

命製f筆 灘簿をふ与かえりながら,高授生が奪る

番轟礼母難導についてナしく驚察して姦賀も`ゃ

2

(1)テ シど基維鍮台章ともヽ うも場

ラジオ番経の製作には簑轟でも`る尋翼訂こ

らもテレぎ議組の製作につぃては全く彙建

であつた。それ故,ま ずテレビ番組の書本

とも`うものを見ぜることから鏡参額 :fttj∫

ならrFか った。

12)毅賛葬 移

テ レご讐織鍮騨彎 :求 ご黒さこで亀轟碁轟幸

:こ懲 う。なとえば.難土文《記鍮雛与血げた

り,社 農鉾奪瞬颯 :こ メ嵐鬱凡轟認攀拿薦鑽

住議を違い邊ユi夕 で轟糞拳することなどが難

えら露:lL轟 。1」

l夕

じ量:::鐘 サ鮭亀壼革を構』ri》 て薄み

豊鍵 fこ ち鍮ため
'こ

,種 々纏多繊轟雛警購鍵

してくれる新鐘記事から鰺鍾露簿しを求鍮

てみた.そ して,「館送 と心のふ轟合い1こ

ふ墓わしい轟麟を挿すように」 という難導

をしfこ のだった.

轄: 避貴聾ル墓繭源鳥丼争惑繰輝轟 進撃鐵

曇鉾中我斜難 《導雌 塁曇器f∫ 》憫鯖等葬i

ナレギ繊鑢 藉馨亀ヽ余懸毒壼覺点となったゃ

豊攀鎧嚇鐵饉Υ襲癬‡鋳 移連ムだ券勢,麟銀

金轟豊轟讐嬢斃 懇鑑場だ争た。最嶺メ暉幸輩

島曙 〔本豊裟琵率亀響費鐸 シと轟ガ講ル麟

と等暑轟嵐轟量与ヽ登ず攀警範 (こ 移舞もちともヽ

多こと:こ設定豪亀撃こ霧鏡窯警した時鍛位

繊難魯鵡懲気違み重』輩感蜜移機ヽふ鏃でぁ轟

騒導そこ鑢撃烏髯。

(等 )本圭教鐸ξ′え宅ヘ

委琵轟睾轟亀ヽ3準難糞拳:墨 韓翼 T轟 こと

も鍾本豊辱島竃亀幸鑽亀鎌ξ菫寵ポ轟ル鑓翁

欝轟雖えず。革食塞亀鏃務轟む彎 《こ,こ 轟

鋳鐵祟`多麟爵才藤本倉導几轟監攀ざ菫J著

鐘鐵た魯鑢蝠聯 磯掌撃ばか午§熱ヽ準痒蓋fと

がぉナレギ馨畿鍮斃等磯毅難懃轟 を電新 し

ば轟れ妻亀ゝが始豊雫雪議ち導,裁 亀ヽ多進趣薔こ

拿等壼尋要婁が薫ギ亀ヽた難で轟等難春

籍鶯轟轟轟驚ぃ場鐘畿繁斃移     モ

掌量馨典亀亀録畿鰯織趣麟颯蝸櫃鰺鐘摯

魏難鐵藁鰊難鱒暉飩爵毛ξ督,本壺藝み筈

貴襲≧鋳轟 審翁亀ヽ鐘9盤難舞動轄鐵 しみ晰

―争鎌鐙っても`ゅ範響轟霧,m購鋏楊盤鷺

難難憫1鎌 亀藁鵡鍛鮨黙曇轟琴もヽ餐轟欝隧酢

らヽ懇藝饉鶉 藝亀轟轟轟攀織毅鬱舞鬱量轟曇

彎議尋rPX, ボ畿鷺轟轟醸鳳轟畿も`鱗警轟轟

騒難・警糞幸 "

Ｃ
‘



1轟i驚轟ご灘警鑢奪轟毅攣」  
″

露覇隆彎鰺轟菫鶴舞=曇 く斃鰺も轟真ゃ

曇鑢鑢 シ
=ン

鍛農錢奪動が轟 機がら蘊せな

がみタイトルな諸移琴亀褐曇うと亀ヽうも鍛で

あ等鯉輩 しかし,製拿なから宮ゎが鑽菫墨

霧 ;こ ι譲,奪 キ シング襲鐵懇それを機う披購

もなが っ亀織等,袋が言ぅょぅな機轟を寿

蓬券鍼不導鞣響みっ舞参篭こでを銭傷斃彗

を大蓼 1雑 しながも,灘睾簿難で我難でぉな

も`か,と もヽ各亀`各議毎金っため響路る辱そ

慕て彗彙の策を‖種が毒ぇ感 じた姜それ鐘 ,

薫憑羅紙鋒あらかじめ自の蛙の異で「赤い

轟藤と書亀ヽて鷺もヽた上:こ 碁亀ヽ毛糸 を浄も 壼

=鬱てお葛ヽて,ターで曇畿錢し舞かって畿々

ξ辱奪磯義轟鬱響1哺∫轟曇轟ξこ轟機て少 し
4ず

つナーで
f・ 籐もヽ轟聾脅薦等で亀ヽこうともヽ多

ふ券で感鶴賞協 tキ シンダ:鱗鑽かなく続鰺

鍛翁轟どな準曜轟輩犠癬力争滋曇騒ξ威華掌導こ

鷺轟で轟ぅ亀ボ 豊゙鍵豫1億 紙1こ 鐘わ≒うる

h繭 磯辞るもヽ挙蓋武 して薦え轟脅うとし亀
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=す

べて
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せ辱た轟鞭織轟主学書を実驚 してきまぃ′た。毎 聾轟豊鷺券攀で

寅字が露要がきちがξ轟丈響で轟碁かとを'1番 自戴とや機気おもたぜ
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各クラスでは斑員藝幸からリーダーを選び、マンツーマン方式
で指導暮て褒きます。こ参締果、豊撻書よ糞撻な藝紅うまく詩難薔
群難し篭 豊体で鶴難 攀轟む警難がつくられ轟ょぅ:こ な準ておま
した手

欝葬畿彎灘―ド 轟 嚢嚢甕、1‐ 丁章斃難母灘ニ ドが蒸T範轟か
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―舎聾≧曇 婁さ柔可をヽく幸で発難菱羹毎轟るさがでてく轟よ曇暑こ

な警菫書今まで縁轟きも峰か尋、やれば墓蓑轟としヽ轟少しず準で
鐘轟轟馨慧鍍難毎準よ轟:こ な磯てき蒙諭た。覇幸菱主拳奮、
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14i f華 簿 ∫諄難難緩業鍛文響墓

鍵欝霧学力を参もf尋最も寛響な蝶言轟珍、鑽業を通豊きる偉覇ゞ
受器≧そが革葺資で轟器、教え轟べきこと暑ま徹轟懇で指導してを1

く難鷺趣彗轟警持曜、生織に対して簿鋳も績綴録をこ.、 新しをヽ数亀

暴奪島h亀ま場就み、鍾砕た轟尋こ学鷲するかを、む害かりと参かませ
てミゝ攀窯琴ゝ亀暴菅ま。自分鋳学力を準 iするとぃぅ事 iま、箋脅奪華
せ亀ず響整善築き轟げて行くこと奪葵萎嚢ね各、そ母詩そ奪詩覇奉釜
業を寅琶をこしていく生徒を作 って籍 くよぅになります拳
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によつては難露鶴議会で鸞議を重ね、各学年から具体的な蘭饉に
つき`Tそ母藤策を考え、豊教師が一九となって継等づく簿指導薄
濃を主尋轟し、鍛鏑纏互等厚い信頼感をもって当たもております|
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学ぶ ことの喜び
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撃鷲Lると思いますが、上記の毒雲発生義鋳:暮ま、ゎれ轟れ教彗をま舞
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